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戦
争
の
記
憶
、
世
紀
の
忘
却
、
そ
し
て
平
和

―
―
日
清･

日
露
戦
争
を
中
心
に
―
―

　
　

都　

珍
淳

　

｢

記
憶
と
は
よ
り
多
く
の
こ
と
を
忘
却
す
る
過
程
で
あ
る｣ 

ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
（J. Baudrillard

）

　

｢

歴
史
学
は
核
物
理
学
ほ
ど
に
危
険
で
あ
り
う
る｣ 

エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
（Eric J. H

obsbaw
m

）

序
　〝
他
民
族
へ
の
い
た
わ
り
〟
と
戦
争
の
記
憶

『
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち
へ
』
と
〝
他
民
族
へ
の
い
た
わ
り
〟

　

司
馬
遼
太
郎
の
『
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち
へ
』
で
は
「
い
た
わ
り
」
が
強
調
さ
れ
、
さ
ら
に
グ
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ロ
ー
バ
ル
時
代
を
生
き
る
心
得
と
し
て
、〝
他
民
族

へ
の
い
た
わ
り
〟
も
主
張
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が

あ
り
ま
す
が
、
世
界
経
済
に
占
め
る
貿
易
量
を
考

え
る
と
、
東
ア
ジ
ア
の
重
要
度
が
増
す
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
東
ア
ジ
ア
は
世
界
の

〝
一
部
分
〟
で
は
な
く
〝
最
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
〟

に
な
る
で
し
ょ
う
。

 

戦
争
の
記
憶
と
忘
却
、
そ
し
て
平
和

　

一
九
世
紀
後
半
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
で
は
、「
第
一
の
開
港
」
と
い
わ
れ
る
近
代
化
に
よ
っ
て
、（
西
洋
）

文
明
化
す
る
と
同
時
に
、
戦
争
が
相
次
い
で
勃
発
し
ま
し
た
。
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
―
九
五
年
）
と
日

露
戦
争
（
一
九
〇
四
―
〇
五
年
）
を
通
し
て
東
ア
ジ
ア
は
大
変
動
を
経
て
、
日
本
の
帝
国
主
義
化
、
韓
国

や
台
湾
の
植
民
地
化
、
中
国
の
半
植
民
地
化
が
進
み
ま
し
た
。「
第
二
の
開
港
」
と
も
い
わ
れ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
に
、
日
本
・
中
国
・
韓
国
は
第
一
開
港
期
の
戦
争
を
ど
の
よ
う
に
記
憶
し
、
何
を
忘
却
し
て
い

図 1　�司馬遼太郎の『21 世紀に生きる君た
ちへ』の碑（中小阪公園、東大阪
市）。本文は 『小学国語』（大阪書籍、
6 年生）にも収録されている



3 戦争の記憶、世紀の忘却、そして平和


る
の
か
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
司
馬
遼
太
郎
が
言
う
〝
他
民
族
へ
の
い
た
わ
り
〟
ま
た
は
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
平
和
構
築
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
こ
れ
が
今
日
の
テ
ー
マ
で
す
。
今
日
は
時
間
の
関
係

上
、
簡
単
な
事
例
の
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

第
一
章
　
日
本
―
―
戦
争
の
記
憶
と
忘
却

（
一
）
日
清
戦
争
の
記
憶
―
―
〝
世
界
〟
の
中
で
忘
却
さ
れ
た
〝
ア
ジ
ア
〟

広
島
―
―
世
界
平
和
都
市
と
大
本
営

　

日
清
戦
争
に
関
わ
る
日
本
の
代
表
的
都
市
は
、
当
時
大
本
営
の
あ
っ
た
広
島
で
す
。
東
京
に
あ
る
靖
国

神
社
の
大
灯
籠
の
基
壇
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
図
2
の
場
面
は
、
日
清
戦
争
中
、
広
島
の
大
本
営
に

入
る
明
治
天
皇
の
姿
で
す
。
当
時
、
明
治
天
皇
が
広
島
の
大
本
営
に
お
い
て
戦
争
を
指
揮
し
、
帝
国
議
会

も
広
島
に
移
転
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
の
広
島
は
原
爆
の
被
害
に
遭
っ
た
世
界
的
な
平
和
都
市
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
、
日
清
戦
争
の
大
本
営
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど
忘
却
さ
れ
て
い
ま
す
。 

比
治
山
　
陸
軍
墓
地

　

広
島
に
は
大
本
営
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
清
戦
争
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
が
比
治
山
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の
陸
軍
墓
地
で
す
。
こ
こ
に
は
陸
軍
の
墓
碑
四
〇
〇
〇
基

余
り
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
多
数
を
占
め
る
の
は
日

清
戦
争
当
時
の
墓
で
す
。
日
清
戦
争
の
直
後
、
こ
の
地
は

聖
地
で
し
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

墓
碑
に
は
、
戦
死
し
た
兵
士
た
ち
の
名
前
、
戦
没
地
、

死
因
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
日
清
戦
争
の
激
戦
地

で
あ
り
補
給
基
地
で
も
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
の
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
が
戦
没
地
と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
と

し
て
、
日
清
戦
争
の
最
初
の
陸
戦
で
あ
っ
た
朝
鮮
の
成
歓

の
戦
い
に
お
い
て
戦
死
し
た
ラ
ッ
パ
手
、
木
口
小
平
に
関

す
る
別
途
の
案
内
板
も
あ
り
ま
す
。
当
時
、
英
雄
化
の
た

め
に
創
出
さ
れ
た
ラ
ッ
パ
手
の
神
話
（
死
ん
で
も
ラ
ッ
パ

を
口
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
と
い
う
神
話
）
は
、
そ
の
名
前
が
白
神
源
次
郎
か
ら
木
口
小
平
へ
と
変
わ
る
騒
動

の
後
も
続
い
て
、多
く
の
絵
画
や
詩
や
歌
と
な
り
、「
修
身
」の
教
科
書
に
も
載
り
ま
し
た
。
征
露
丸
の
ラ
ッ

パ
の
マ
ー
ク
は
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

図 2　�広島大本営に入る明治天皇のレリーフ（東京
の靖国神社の大灯籠の基壇）
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（
二
）
日
露
戦
争
―
―
〝
第
０
次
世
界
大
戦
〟
と
ア
ジ
ア
の
忘
却

横
須
賀
の
〈
日
本
海
海
戦
百
周
年
記
念
大
会
〉
と
対
馬
の
〈
平
和
と
友
好
の
碑
〉

　

日
露
戦
争
百
周
年
に
当
た
る
二
〇
〇
四
―
〇
五
年
に
か
け
て
、
日
本
で
は
記
念
行
事
が
さ
ま
ざ
ま
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
も
の
と
し
て
は
、
読
売
新
聞
社
の
主
宰
に
よ
っ
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
第
0
次
大
戦
と
し
て
の
日
露
戦
争
」（
二
〇
〇
五
年
五
月
二
三
―
二
七
日
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

横
須
賀
の
三
笠
公
園
で
は
〈
日
本
海
海
戦
百
周
年
記
念
大
会
〉
が
開
か
れ
、
対
馬
（
殿
崎
公
園
）
に
造
ら

れ
た
〈
日
露
友
好
の
丘
〉
に
は
、
日
本
一
巨
大
な
碑
で
あ
る
〈
平
和
と
友
好
の
碑
〉
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
碑
の
銅
板
に
彫
ら
れ
て
い
る
の
は
、
東
鄕
平
八
郞
が
佐
世
保
海
軍
病
院
で
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
ロ

ジ
ェ
ス
ト
ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー
司
令
長
官
を
慰
問
す
る
場
面
で
、
高
尚
な
武
士
道
精
神
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
下
に
は
〝
平
和
〟
と
〝
友
好
〟
と
い
う
言
葉
が
大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
平

和
と
友
好
の
間
に
彫
ら
れ
て
い
る
東
鄕
平
八
郞
の
文
章
は
、
韓
国
の
巨
濟
松
眞
浦
で
は
昭
和
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
表
象
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
同
じ
内
容
の
も
の
が
昔
は
侵
略
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
し
て
、

今
日
は
平
和
と
友
好
の
表
象
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

『
坂
の
上
の
雲
』

　

司
馬
遼
太
郎
の
歴
史
小
説
は
、
今
も
な
お
大
衆
に
対
し
て
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
松
山
市
に
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図 3　対馬の〈平和と友好の碑〉（筆者撮影）

図 4　�韓国の巨濟松眞浦の〈日露戦争記念碑〉（1935 年、東京
国立博物館所蔵古文書より）と、対馬の〈平和と友好の碑〉

（2005 年、筆者撮影）に彫られている東鄕平八郞の文章
の比較

	 （松眞浦）	 （対馬）	 （松眞浦）	 （対馬）
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「
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
開
館
し
（
二
〇
〇
七
年
春
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
ド
ラ
マ
『
坂
の
上
の
雲
』
を

特
別
番
組
と
し
て
放
送
し
ま
し
た
（
二
〇
〇
九
―
一
一
年
）。
周
知
の
通
り
、
こ
の
小
説
の
中
心
的
な
テ
ー

マ
の
一
つ
が
明
治
日
本
に
対
す
る
賞
賛
で
す
。

（
三
）
記
憶
の
中
心
概
念
と
相
互
矛
盾 

　

前
述
の
通
り
、
記
憶
の
核
と
な
る
の
は
明
治
日
本
の
宣
揚
と
継
承
、
そ
し
て
平
和
と
友
好
で
す
。
問
題

な
の
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
そ
の
二
つ
は
互
い
に
衝
突
し
、
併
存
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
日
清
戦
争
・

日
露
戦
争
の
結
果
と
し
て
台
湾
や
韓
国
が
植
民
地
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
取
り
上
げ
ず
明
治
時
代
を
宣

揚
す
る
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
侵
略
を
忘
却
す
る
過
程
と
も
い
え
ま
す
。

　

こ
の
路
線
で
は
東
ア
ジ
ア
の
友
好
と
平
和
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
司
馬
遼
太
郎
は
二
一
世
紀
に
向
け
て

〝
他
民
族
へ
の
い
た
わ
り
〟
を
重
視
し
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
を
無
批
判
に
賞
賛
す
る
彼
の
作
品
は
、
彼

自
身
が
主
張
す
る
〝
他
民
族
へ
の
い
た
わ
り
〟
と
矛
盾
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
忘
却
―
―
世
界
は
あ
る
が
東
ア
ジ
ア
は
な
い

　

時
間
に
お
け
る
明
治
宣
揚
は
、
空
間
に
お
け
る
ア
ジ
ア
忘
却
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
広
島

が
世
界
平
和
都
市
と
な
る
裏
で
日
清
戦
争
が
忘
却
さ
れ
、
日
露
戦
争
が
世
界
大
戦
と
し
て
強
調
さ
れ
る
陰
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で
韓
国
の
植
民
地
化
は
忘
却
さ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　
自
国
の
被
害
は
あ
る
が
他
国
の
被
害
は
な
い

　

福
岡
の
箱
崎
八
幡
宮
に
は
、
国
民
的
軍
歌
で
あ
る
、
永

井
建
子
の
「
元
寇
」（
一
八
八
二
年
）
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

日
清
戦
争
時
、
日
本
の
兵
士
た
ち
は
こ
の
軍
歌
を
歌
い
な

が
ら
朝
鮮
半
島
と
大
陸
へ
侵
攻
し
ま
し
た
。
黒
澤
明
の
映

画
『
一
番
美
し
く
』（
一
九
四
四
年
）
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
曲
が
、

ま
さ
し
く
こ
の
「
元
寇
」
で
し
た
。
つ
ま
り
、
元
寇
の
記

憶
は
昭
和
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
育
む
子
宮
の
よ
う
な
役
割
を
演

じ
、神
風
神
話
に
結
び
付
け
ら
れ
た
た
め
、神
風
記
念
碑（
皇

紀
二
六
五
〇
年
、
一
九
九
〇
年
）
も
こ
の
神
社
の
境
内
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
記
憶
が
そ
の
後
の
日
本

の
歴
史
に
も
た
ら
し
た
の
は
原
爆
で
し
た
。

図 5　永井建子の軍歌「元寇」の碑
　　　（福岡の箱崎八幡宮、筆者撮影）
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第
二
章
　
中
国
―
―
中
国
甲
午
戦
争
博
物
館
と
萬
忠
廟 

旅
順
の
萬
忠
廟

　

日
清
戦
争
（
一
八
九
四
年
一
一
月
二
一
日
か
ら
四
日
間
）
で
、
日
本
軍
は
二
万
人
余
り
を
虐
殺
し
、
旅

順
で
は
わ
ず
か
三
六
名
だ
け
が
生
き
残
っ
た
と
い
い
ま
す
。
旅
順
の
虐
殺
は
イ
ギ
リ
ス
のT

im
es 

Standard

、
ア
メ
リ
カ
のT

he W
orld

、T
he H

erald

、N
orth A

m
erican R

eview

な
ど
で
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
、
日
本
の
多
く
の
知
識
人
は
日
清
戦
争
を
〝
文
明
対
野
蛮
の
戦
争
〟
と
正
当
化
し
ま
し

た
が
、The W

orld

（
一
八
九
四
年
一
一
月
二
〇
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）は「
日
本
こ
そ
文
明
の
外
皮
を
被
っ

た
野
蛮
」
で
あ
る
と
報
道
し
ま
し
た
。

　

一
九
九
四
年
、
中
国
は
虐
殺
百
周
年
を
迎
え
、
祈
念
式
を
盛
大
に
行
っ
て
萬
忠
廟
を
大
規
模
に
整
備
し

ま
し
た（
李
鵬
総
理
が
題
号
を
書
き
ま
し
た
）。
こ
の
時
、建
て
ら
れ
た
碑
文（
甲
午
百
年
祭
重
建
萬
忠
廟
碑
記
）

は
〝
勿
忘
國
恥
〟〝
振
興
中
華
〟
と
い
う
、
愛
国
主
義
を
全
面
に
打
ち
出
す
形
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

威
海
劉
公
島
の
中
国
甲
午
戦
争
博
物
館

　

中
国
甲
午
戦
争
博
物
館
も
日
清
戦
争
百
周
年
（
一
九
九
四
年
）
の
際
に
開
館
し
ま
し
た
（
江
澤
民
総
書
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図 6　旅順の萬忠廟（筆者撮影）

図 7　中国軍艦の済遠の主砲（中国甲午戦争博物館、筆者撮影）
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記
が
題
号
を
書
き
ま
し
た
）。
こ
の
博
物
館
が
展
示
す
る
最
も
重
要
な
遺
物
は
中
国
軍
艦
の
済
遠
の
主
砲
で

す
。
済
遠
は
威
海
海
戦
で
日
本
軍
に
拿
捕
さ
れ
（
一
八
九
五
年
二
月
一
七
日
）、
日
露
戦
争
時
、
日
本
軍
の

旅
順
封
鎖
（
一
九
〇
四
年
一
一
月
三
〇
日
）
の
た
め
に
爆
破
さ
れ
沈
没
し
ま
し
た
。
中
国
は
二
回
（
一
九
八
六

年
、
一
九
八
八
年
）
に
わ
た
っ
て
大
々
的
な
海
底
発
掘
を
行
い
、
こ
の
恥
辱
的
な
軍
艦
の
主
砲
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
博
物
館
は
各
種
の
“
教
育
基
地
”
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

記
憶
と
忘
却
の
構
造

　

中
国
が
記
憶
し
よ
う
と
す
る
の
は
自
国
が
受
け
た
侵
略
と
被
害
で
す
。
こ
の
記
憶
を
通
じ
て
〝
勿
忘
國

恥
〟〝
振
興
中
華
〟
と
い
う
中
華
愛
国
主
義
を
宣
揚
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
は
自
国
の
持
つ
帝

国
的
欲
望
を
記
憶
か
ら
排
除
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
帝
国
的
欲
望
は
、
当
時
弱
者
で
あ
っ
た
朝
鮮
に
向
け

て
最
も
よ
く
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
忘
却
し
日
本
か
ら
受
け
た
侵
略
と
犠
牲
を
強
調
し
て

い
ま
す
。
反
面
、
日
本
を
侵
略
し
た
元
寇
の
記
憶
装
置
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
国
の

愛
国
主
義
は
明
治
時
代
の
日
本
の
愛
国
主
義
を
彷
彿
と
さ
せ
、
憂
慮
す
べ
き
面
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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図 9　�（左）韓国の鎭海の日本海海戦記念塔の除幕式写真（1929
年 5 月 28 日、『釜山日報』より）。現在この塔は撤去され
て代わりに 9 階建ての鎭海塔が建てられている。（右）中
国の旅順の白玉山の表忠塔（筆者撮影）。この「白玉山塔」
は 1909 年に建設され、現在は一般公開されている

図 8　�中国甲午戦争博物館の募金箱。〝勿忘國恥〟 〝振興中華〟
と書かれている（筆者撮影）
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第
三
章
　
韓
国
―
―
破
壊
と
排
除
を
超
え
る
べ
き

破
壊
と
排
除
―
―
日
露
戦
争
記
念
碑

　

日
清･
日
露
戦
争
は
〝
第
一
次
朝
鮮
（
韓
国
）
戦
争
〟
と
も
い
え
ま
す
。
戦
争
の
目
的
も
場
所
も
朝
鮮

半
島
で
、
朝
鮮
半
島
は
結
局
植
民
地
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
朝
鮮
半
島
の
歴
史
記
憶
文
化
に
影

響
を
与
え
た
た
め
、
終
戦
以
降
の
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
、
日
帝
に
よ
っ
て
造
り
上
げ
ら
れ
た
記
憶
装
置
は

ほ
と
ん
ど
排
除
・
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
露
戦
争
だ
け
を
例
に
挙
げ
る
と
一
九
〇
四
年
二
月
に
日
露
戦
争
の
開
戦
地
仁
川
に
建
て
ら
れ
た
軍
艦

千
代
田
の
マ
ス
ト
、一
九
〇
五
年
五
月
二
七
日
に
東
鄕
平
八
郞
の
連
合
艦
隊
が
出
発
し
た
地
、鎭
海
の
〈
日

本
海
海
戦
記
念
塔
〉、
巨
濟
の
松
眞
浦
に
あ
る
〈
日
露
戦
争
記
念
碑
〉
な
ど
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
よ
う
な
破
壊
と
排
除
の
傾
向
は
中
国
の
場
合
と
は
対
照
的
で
す
。
中
国
の
旅
順
で
は
日
本
の
戦
争

記
念
物
を
よ
く
保
存
し
て
い
ま
す
。
白
玉
山
の
日
本
の
戦
勝
記
念
塔
も
開
放
し
て
い
ま
す
。
野
木
将
軍
の

詩
は
拓
本
に
し
て
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
韓
国
で
は
破
壊
と
排
除
が
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
日
露

戦
争
と
関
連
す
る
二
つ
の
例
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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二
〇
〇
四
年
、
仁
川
―
―
ロ
シ
ア
戦
没
将
兵
追
悼
碑

　

二
〇
〇
四
年
二
月
一
一
日
、
仁
川
（
沿
岸
埠
頭
の
親
水
空
間
公
園
）
に
ロ
シ
ア
戦
没
将
兵
追
悼
碑
が
建

て
ら
れ
る
時
、
こ
れ
に
反
対
す
る
仁
川
市
民
団
体
が
激
し
い
抗
議
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
日
露
戦
争
は

〝
朝
鮮
半
島
の
侵
略
戦
争
〟
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
も
日
本
と
同
じ
く
帝
国
主
義
的
侵
略
の
意
図
が
あ
っ
た
と

図 10　�韓国・仁川のロシア戦没将兵追悼碑（2004
年 2 月、筆者撮影）

図 11　�巨済の吹島：日露戦争記念碑。2005
年 8 月 29 日、日韓併合の日、市民
団体の代表たちが記念塔の周囲に石
を積んで塞いでいる（yonhapnews, 
2005 年 8 月 29 日より）
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主
張
し
、「
日
露
戦
争
に
対
し
て
ロ
シ
ア
当
局
が
謝
罪
し
、
こ
れ
を
追
悼
碑
に
明
文
化
す
る
よ
う
」
訴
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
の
戦
没
将
兵
追
悼
碑
を
日
本
の
戦
勝
碑
と
比
べ
る
の
は
や
は
り
無
理
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
、
巨
済
の
吹
島
―
―
日
露
戦
争
記
念
碑

　

吹
島
は
日
露
戦
争
当
時
、
東
鄕
の
連
合
艦
隊
が
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
待
ち
な
が
ら
射
撃
練
習
の
標
的
と

し
て
使
用
し
た
場
所
で
す
。
日
露
戦
争
三
〇
周
年
に
当
た
る
一
九
三
五
年
に
鎭
海
要
港
府
が
こ
こ
に
〈
日

露
戦
争
記
念
碑
〉
を
建
て
ま
し
た
。
韓
国
の
日
露
戦
争
記
念
碑
は
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ

は
無
人
島
の
た
め
今
日
ま
で
原
型
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年
、
日
露
戦
争
百
周
年
を
迎
え
て
、
市
民
団
体
は
こ
の
吹
島
記
念
碑
の
撤
去
ま
た
は
移
転
を

訴
え
ま
し
た
が
、
現
地
住
民
た
ち
は
存
置
す
る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。
日
韓
併
合
の
日
（
八
月
二
九
日
）、

記
念
塔
の
周
囲
に
石
を
積
ん
で
塞
ぐ
こ
と
で
騒
ぎ
は
一
段
落
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
積
み
上
げ
た
石
は
住

民
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
憶
と
忘
却
の
構
造

　

韓
国
で
は
反
侵
略
・
反
帝
国
主
義
を
記
憶
の
中
心
に
据
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
侵
略
の
糾
弾
に
と
ど
ま
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ら
ず
排
外
に
つ
な
が
っ
た
り
、
当
時
の
ア
ジ
ア
と
世
界
の
状
況
を
忘
却
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
一

方
的
な
記
憶
の
排
除
の
た
め
に
、
戦
争
に
よ
る
自
国
民
の
被
害
ま
で
忘
却
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
歴
史

の
教
訓
に
で
き
る
負
の
遺
跡
・
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

第
四
章
　
平
和
へ
の
道
―
―
国
家
と
国
境
を
超
え
る
記
憶
の
民
主
化
と
相
互
理
解

歴
史
記
憶
と
核

　

エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
戦
争
の
重
要
な
原
因
が
歴
史
記
憶
で
あ
る
こ

と
を
発
見
し
、「
歴
史
学
は
核
物
理
学
ほ
ど
に
危
険
で
あ
り
う
る
」
と
吐
露
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
東

ア
ジ
ア
は
現
在
、
実
在
の
核
問
題
（
北
朝
鮮
）
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
重
要
な
歴
史
記

憶
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

共
通
性
と
依
存
性

　

韓
・
中
・
日
の
三
国
の
戦
争
記
憶
に
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
か
な
り
共
通
す

る
部
分
と
微
妙
な
相
互
依
存
関
係
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
愛
国
主
義
、
あ
る
い
は
民
族
主
義
し
か
あ
ら
わ

れ
な
い
、
歴
史
記
憶
の
排
他
的
単
数
性
（T

H
E H

IST
O

RY
）
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
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に
歴
史
戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
限
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
一
国
の
繁
栄

が
他
国
の
不
幸
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

ト
ル
ス
ト
イ
―
―
「
私
は
両
国
の
人
民
側
で
あ
る
」

　

日
清
戦
争
当
時
ト
ル
ス
ト
イ
は
子
ど
も
に
世
界
地
図
の
朝
鮮
半
島
を
指
し
な
が
ら
、
こ
の
戦
争
は
朝
鮮

を
占
領
す
る
た
め
の
戦
争
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
戦
争
を
巨
大
国
か
ら
の
観
点
で
は
な
く

被
害
や
犠
牲
の
観
点
か
ら
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
要
な
示
唆
を
与
え
ま
す
。 

　

彼
は
ま
た
日
露
戦
争
時
、〈
悔
い
改
め
よ
う
！
〉
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
表
し
て
平
和
運
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
彼
は
「
私
は
ロ
シ
ア
側
で
も
日
本
側
で
も
な
い
。
私
は
両
国
の
人
民
側
で
あ
る
」
と
主
張

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
境
を
超
え
た
主
体
の
形
成
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
ま
す
。

記
憶
の
民
主
化
と
複
数
化 

　

国
家
の
中
で
も
単
一
の
記
憶
に
縛
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
・
性
別
・
階
級
の
違
い
に
よ
る

複
数
の
記
憶
（H

istories

）
が
必
然
的
に
存
在
し
ま
す
。
司
馬
遼
太
郎
が
問
題
な
の
は
、
良
い
国
は
明
治

な
の
か
昭
和
な
の
か
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
国
家
（State
）
と
は
次
元
を
異
に
す
る
、
多
様
な
複
数

の
歴
史
観
（H

istories

）
を
見
せ
て
く
れ
る
社
会
（Society

）
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。



18

国
境
を
越
え
る
記
憶
の
相
互
理
解
と
歴
史Peace Park

　

東
ア
ジ
ア
で
は
同
じ
戦
争
で
も
、
そ
の
記
憶
が
国
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
が
現
実
で
す
。
そ

の
こ
と
を
ま
ず
お
互
い
に
理
解
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
正
―
反
―
合
の
変
化
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
が
主
導
し
て
い
る
国
境
を
超
え
る
平
和
公
園
（T

rans-Boundary Peace Park, 
T

BPP

）
の
概
念
を
歴
史
記
憶
の
相
互
理
解
に
も
利
用
す
る
べ
き
で
す
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
私
の
他

の
論
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

参
考
文
献

「
世
紀
の
忘
却
を
越
え
て
―
―
日
露
戦
争
百
周
年
記
念
行
事
と
記
念
物
を
中
心
に
」『
年
報
日
本
現
代
史
』
13
、
東
京
：

現
代
史
料
出
版
、 

二
〇
〇
八
年
五
月

「
東
北
ア
ジ
ア
・
ピ
ー
ス
ベ
ル
ト
試
論
―
―
韓
中
日
の
戦
争
記
憶
、
忘
却
を
越
え
て
平
和
の
連
帯
へ
」『
歴
史
批
評
』

87
、
ソ
ウ
ル
：
歴
史
批
評
社
、
二
〇
〇
九
年
五
月
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―
―
日
中
戦
争
博
物
館
の
比
較
研
究
を
通
じ
て
―
―

馬　

暁
華

　

博
物
館
は
過
去
を
想
起
す
る
場
、
過
去
が
物
象
化
さ
れ
る
場
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

博
物
館
の
目
的
は
記
憶
の
伝
達
で
あ
る
。
人
々
は
、
博
物
館
の
展
示
を
通
じ
て
歴
史
の
事
実
や
情
報
を
受

け
入
れ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
、
博
物
館
は
、「
共
同
体
」
を
作
り
上
げ
る
装
置
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
「
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
」
お
よ
び
中
国
の
「
侵
華

日
軍
南
京
大
虐
殺
遇
難
同
胞
記
念
館
」
は
、
国
と
し
て
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、

戦
争
の
惨
禍
を
全
世
界
の
人
々
に
知
ら
し
め
、
そ
の
体
験
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
。

　

近
年
、
博
物
館
に
あ
ら
た
め
て
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。「
博
物
館
ゆ
き
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ

れ
る
よ
う
な
、
役
目
を
終
え
た
モ
ノ
の
終
焉
の
地
、
時
間
を
超
え
た
モ
ノ
の
貯
蔵
庫
、
記
憶
の
貯
蔵
庫
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
資
料
の
収
集
・
研
究
・
展
示
と
い
う
博
物
館
の
営

み
が
決
し
て
超
歴
史
的
で
中
立
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
も
の
の
見
方
、
思
考
様
式
と
密
接
に
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結
び
付
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
そ
こ
に
あ
る
問
題
点
と
可
能
性
が
追
求
さ
れ
始
め
た
た
め

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
博
物
館
は
、
収
集
・
保
存
・
研
究
・
教
育
・
展
示
と
い
っ
た
旧
来
の
役
割
に
加
え

て
、
人
々
が
価
値
観
や
歴
史
認
識
、
国
民
意
識
を
確
認
・
修
正
・
再
構
成
す
る
場
、
つ
ま
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
、
き
わ
め
て
政
治
的
意
味
合
い
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近
で
は
、
博
物
館
側

が
新
し
い
知
的
潮
流
を
展
示
に
反
映
し
よ
う
と
し
て
、
保
守
派
の
強
い
批
判
に
直
面
す
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
。
提
示
の
内
容
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
感
情
を
刺
激
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
視
点
の
対
立

が
政
治
的
論
争
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

戦
争
の
記
憶
を
未
来
の
世
代
に
ど
の
よ
う
に
語
り
継
い
で
い
く
か
が
今
問
わ
れ
て
い
る
。
過
去
の
記
憶

を
め
ぐ
る
問
題
が
政
治
的
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
際
に
問
題
と
な
る
の

は
、
戦
争
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
場
の
一
つ
で
あ
る
戦
争
・
平
和
博
物
館
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ス
ミ
ソ
ニ

ア
ン
国
立
航
空
宇
宙
博
物
館
で
、原
爆
を
投
下
し
た
「
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
号
」
を
展
示
す
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ

て
、
博
物
館
と
退
役
軍
人
ら
が
熱
い
議
論
を
戦
わ
せ
た
こ
と
は
、
博
物
館
の
政
治
性
を
示
し
た
一
つ
の
好

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る（

1
）。

結
局
、
一
九
九
五
年
一
月
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
は
、
五
月
か
ら
翌
年
一
月

ま
で
の
期
間
、
国
立
航
空
宇
宙
博
物
館
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
号
」
展
か
ら
、
原
爆

投
下
の
原
因
お
よ
び
被
害
に
関
す
る
内
容
を
す
べ
て
削
除
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
当
初
の
企
画
は
中
止
さ

れ
た（

2
）。
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こ
の
事
件
は
、ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
戦
争
観
の
相
違
を
強
調
す
る
よ
う
な
出
来
事
で
あ
っ
た（

3
）。「

エ
ノ
ラ
・

ゲ
イ
号
事
件
」
は
、
博
物
館
の
展
示
が
い
か
に
特
定
の
政
治
的
意
図
と
結
び
付
い
た
も
の
で
あ
る
か
を
如

実
に
物
語
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
展
示
の
政
治
性
が
顕
在
化
し
た
の
は
、
こ
こ
で
の
展
示

が
直
接
戦
争
や
歴
史
に
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
第
二
次
世
界
大

戦
に
関
す
る
戦
争
・
平
和
博
物
館
が
世
界

各
地
に
数
多
く
建
設
さ
れ
て
い
る
。
中
国

に
も
戦
争
に
関
連
し
た
博
物
館
が
多
く
あ

る
が
、
日
本
に
は
そ
の
実
態
が
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
日
本
と
中
国

に
開
設
さ
れ
て
い
る
平
和
博
物
館
と
戦
争

博
物
館
を
比
較
対
照
し
た
研
究
は
、
今
ま

で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で

は
、
中
国
の
戦
争
博
物
館
と
日
本
の
平
和

博
物
館
の
比
較
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
博

図 1　�広島原爆死没者慰霊碑より原爆ドームと平和
祈念館を臨む。毎年 8 月 6 日、原爆死没者の
霊を慰め、世界の恒久平和を祈念するために、
平和祈念式典が広島平和記念公園で開催され
ている（筆者撮影）
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物
館
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。
さ
ら

に
日
中
両
国
の
戦
争
・
平
和
博
物
館
に
対
し
て
、
歴
史
的
、
政
治
的
な
社
会
的
規
定
要
因
が
ど
の
よ
う
に

作
用
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
日
中
両
国
の
戦
争
の
記
憶
や
戦
争
観
、
ひ
い
て
は
国
民

意
識
の
形
成
に
果
た
し
て
き
た
博
物
館
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
章
　
中
国
の
戦
争
博
物
館

　

二
〇
一
〇
年
時
点
で
、
中
国
に
は
三
〇
二
〇
も
の
博
物
館
お
よ
び
そ
れ
に
類
似
し
た
施
設
が
存
在
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
博
物
館
あ
る
い
は
資
料
館
と
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
は
二
二
五
二
で

あ
る（

4
）。

そ
の
中
に
は
、
近
年
中
国
各
地
で
建
設
が
進
む
抗
日
戦
争
関
連
施
設
に
併
設
さ
れ
た
展
示
コ
ー

ナ
ー
、
そ
し
て
後
述
の
「
侵
華
日
軍
南
京
大
虐
殺
遇
難
同
胞
記
念
館
」、「
侵
華
日
軍
第
七
三
一
部
隊
罪
証

陳
列
館
」、
お
よ
び
「
中
国
人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
」
な
ど
の
戦
争
博
物
館
も
含
ま
れ
る
。

　

中
国
の
戦
争
博
物
館
は
、
基
本
的
に
中
国
人
が
外
国
の
侵
略
に
抵
抗
し
た
革
命
の
歴
史
を
中
心
に
構
成

さ
れ
て
い
る
。
日
中
十
五
年
戦
争
（
以
下
、
日
中
戦
争
、
抗
日
戦
争
）
は
、
現
代
中
国
に
お
い
て
き
わ
め

て
重
要
な
事
件
で
あ
る
が
、一
九
八
〇
年
代
以
前
、日
中
戦
争
に
関
す
る
国
立
の
博
物
館
は
存
在
し
な
か
っ

た
。
唯
一
の
例
外
は
、
中
国
東
北
地
域
の
遼
寧
省
撫
順
市
郊
外
に
あ
る
「
平
頂
山
殉
難
同
胞
遺
骨
館
」
で
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あ
る
。

　

一
般
の
日
本
人
が
初
め
て
平
頂
山
大
虐
殺
事
件
を
知
っ
た
の
は
、
本
多
勝
一
の
『
中
国
の
旅
』
が
出
版

さ
れ
た
一
九
七
一
年
の
こ
と
で
あ
る（

5
）。

遺
骨
館
は
、
平
頂
山
で
虐
殺
さ
れ
た
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
場
で

あ
り
、
文
字
通
り
、
多
く
の
遺
骨
が
発
掘
さ
れ
た
現
場
に
造
ら
れ
た
。
た
だ
一
般
の
博
物
館
や
記
念
館

や
陳
列
館
と
は
異
な
り
、
発
掘
地
に
屋
根
を
か
け

て
、
発
掘
当
時
の
姿
の
ま
ま
展
示
す
る
と
い
う
方

法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
一
九
五
一
年
に
は
西
側
の

丘
に
「
平
頂
山
殉
難
同
胞
記
念
碑
」
が
建
て
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
犠
牲
者
た
ち
が
埋
め
ら
れ
て
い
た

崖
の
下
の
部
分
も
発
掘
さ
れ
、
累
々
と
横
た
わ
る

遺
骨
が
姿
を
見
せ
た
。
一
九
七
二
年
に
、
そ
の
一

角
に
常
設
の
建
物
が
建
設
さ
れ
た
（
図
2
を
参
照
）。

　

遺
骨
館
内
の
展
示
は
、
大
虐
殺
の
惨
劇
の
あ
り

さ
ま
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
て
い
る
。
折
り
重

な
っ
た
遺
骨
に
は
、
一
つ
と
し
て
安
ら
か
な
死
の

姿
が
な
い
。
苦
痛
に
悶
え
苦
し
む
姿
ば
か
り
で
あ

図 2　�虐殺事件の悲惨なありさまを示す「平頂山殉
難同胞遺骨館」の一角。女性や子どもの遺骨
が多く混じっていた。思わず、言葉を失った
瞬間である（筆者撮影）
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る
。
母
子
が
抱
き
あ
う
姿
、
衣
服
の
一
部
を
残
し
た
幼
児
の
骨
も
あ
っ
た
。
目
を
凝
ら
す
と
、
さ
ら
に
多

く
の
頭
骨
と
足
や
手
の
骨
が
切
り
崩
さ
れ
た
地
肌
か
ら
の
ぞ
い
て
い
た
。
何
の
罪
も
な
い
人
々
が
、
皆
殺

し
に
さ
れ
た
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

　

一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
は
、
両
国
に
と
っ
て
、
冷
戦
下
の
国
際
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
の
戦

略
的
な
選
択
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
中
国
政
府
は
自
国
民
の
反
発
を
抑
え
込
み
、「
一
握
り
の
軍
国
主
義

者
と
多
数
の
日
本
国
民
を
区
別
す
る
」と
の
考
え
を
示
し
、日
本
の
戦
争
責
任
を
追
及
し
な
い
態
度
を
と
っ

て
き
た
。
日
中
関
係
の
改
善
は
、
地
理
的
・
歴
史
的
・
文
化
的
に
深
い
関
係
を
持
つ
両
国
が
戦
争
状
態
に

終
止
符
を
打
ち
、
双
方
の
交
流
を
進
め
る
の
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国
交
回
復

後
の
日
本
に
見
ら
れ
た
空
前
の
中
国
ブ
ー
ム
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
一
九
七
九
年
に
総
理
府
が
行
っ
た
世

論
調
査
に
よ
る
と
、
七
割
以
上
の
日
本
人
が
中
国
人
に
対
し
て
親
近
感
を
持
っ
て
い
た（

6
）。

中
国
が
東
京

上
野
動
物
園
に
贈
っ
た
パ
ン
ダ
の
前
に
で
き
た
長
蛇
の
列
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、「
中
国
熱
」
は
そ
の
頃

頂
点
に
達
し
た
。

　

一
方
、
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
日
本
の
ア
ニ
メ
や
映
画
が
中
国
で
上
映
さ
れ
、
若
者
の
心
を
魅
了
し

た
。
日
本
の
人
気
ア
イ
ド
ル
歌
手
山
口
百
恵
、
俳
優
高
倉
健
は
、
中
国
で
も
非
常
に
人
気
が
あ
り
、
中

国
人
一
〇
億
人
の
ア
イ
ド
ル
に
も
な
っ
た（

7
）。

長
い
間
、「
鎖
国
政
策
」
を
と
っ
て
き
た
中
国
社
会
に
お
い

て
、
戦
後
史
上
前
例
の
な
い
日
本
ブ
ー
ム
が
現
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
二
年
の
「
教
科
書
問
題
」
と
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一
九
八
五
年
の
「
靖
国
問
題
」
は
中
国
人
の
対
日
観
を
一
変
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
契
機
と
し
て
、

日
中
戦
争
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
戦
争
博
物
館
が
登
場
し
た
。

　

一
九
八
五
年
、
中
国
各
地
で
、
日
中
戦
争
の
発
端
と
な
っ
た
盧
溝
橋
事
変
、
南
京
大
虐
殺
事
件
、「
九
・

一
八
事
変
」（
満
州
事
変
）
の
契
機
と
な
っ
た
柳
条
湖
事
件
な
ど
を
偲
ぶ
記
念
行
事
が
次
々
に
行
わ
れ
た
。

そ
の
記
念
行
事
の
最
中
に
、
中
曽
根
康
弘
首
相
が
靖
国
神
社
を
参
拝
し
た
と
報
道
さ
れ
た
。
靖
国
問
題
と

そ
の
前
に
発
生
し
た
「
教
科
書
問
題
」
は
中
国
国
民
の
民
族
感
情
を
著
し
く
傷
つ
け
た
。
そ
し
て
八
月

一
五
日
を
迎
え
る
と
、
今
ま
で
抑
え
ら
れ
て
い
た
国
民
感
情
は
、
記
念
式
典
、
記
念
碑
、
集
会
お
よ
び
出

版
物
な
ど
を
通
じ
て
一
気
に
溢
れ
出
し
、
南
京
大
虐
殺
お
よ
び
七
三
一
部
隊
人
体
実
験
と
い
う
日
本
の
中

国
侵
略
を
象
徴
す
る
事
件
に
つ
い
て
議
論
が
広
が
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
議
論
を
背
景
に
、
一
九
八
五
年
八
月
一
五
日
の
抗
日
戦
争
勝
利
四
〇
周
年
の
記
念
祝
典
と

し
て
、
南
京
市
内
に
「
侵
華
日
軍
南
京
大
虐
殺
遇
難
同
胞
記
念
館
」
が
、
東
北
地
域
の
ハ
ル
ビ
ン
市
内
に

は
「
侵
華
日
軍
第
七
三
一
部
隊
罪
証
陳
列
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た（

8
）（

図
3
を
参
照
）。
こ
れ
ら
二
つ
の
博
物

館
は
中
国
初
の
戦
争
博
物
館
で
あ
る
。
設
立
の
主
な
目
的
は
、
そ
の
名
称
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
軍
の
残

虐
行
為
お
よ
び
中
国
人
民
の
苦
し
み
を
訴
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
二
つ
の
博
物
館
の
開
館
日
が
八
月
一
五
日
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
日

は
日
本
に
と
っ
て
は
敗
戦
日
で
あ
る
が
、
中
国
人
か
ら
見
れ
ば
、
抗
日
戦
争
の
勝
利
を
意
味
す
る
日
で
あ
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る
。
こ
の
日
を
、
博
物
館
の
開
館
日
と
し
て

選
ん
だ
こ
と
自
体
が
、
過
去
の
戦
争
に
対
す

る
中
国
人
の
心
情
の
一
端
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
中
国
が
半
植
民
地
の
状
態
か

ら
脱
却
し
、
独
立
国
家
と
な
る
過
程
に
お
い

て
、
国
民
は
、
感
情
的
に
は
被
害
者
と
い
う

よ
り
、
む
し
ろ
戦
勝
者
意
識
を
強
く
持
っ
て

い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

翌
年
の
一
九
八
六
年
八
月
一
五
日
、
東
北

地
域
の
遼
寧
省
撫
順
市
内
に
「
撫
順
戦
犯
管

理
所
遺
跡
陳
列
館
」
が
開
館
し
た
。
さ
ら
に

一
九
八
七
年
七
月
七
日
に
は
、
日
本
の
中
国

侵
略
を
象
徴
す
る
盧
溝
橋
事
変
（
盧
溝
橋
事

件
）
の
五
〇
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
北
京
郊
外
の
盧
溝
橋
で
「
中
国
人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
」
が
開
館

す
る
。
以
下
、一
九
八
〇
年
代
に
開
設
さ
れ
た
博
物
館
の
一
つ
で
あ
る
「
撫
順
戦
犯
管
理
所
遺
跡
陳
列
館
」

の
展
示
内
容
を
中
心
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
中
国
人
の
戦
争
観
を
見
て
み
よ
う
。

図 3　�1985 年 8 月 15 日に開館した「侵華日軍第 731
部隊罪証陳列館」は、元日本軍第 731 部隊本
部の跡地に建てられている。後ろにある 2 階
建ての建物は元 731 部隊の司令部であったが、
今は博物館の資料陳列室になっている（筆者
撮影）
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（
一
）
日
中
友
好
の
下
で
の
戦
勝
者
意
識
―
―
「
撫
順
戦
犯
管
理
所
遺
跡
陳
列
館
」
を
通
じ
て

「
私
た
ち
は
、
十
五
年
に
及
ぶ
戦
争
の
間
、
日
本
の
中
国
侵
略
戦
争
に
参
加
し
、
焼
く
・
殺
す
・
奪

う
と
い
う
罪
行
を
犯
し
、
敗
戦
後
、
撫
順
と
太
原
の
戦
犯
管
理
所
に
拘
禁
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
中

国
共
産
党
と
政
府
・
人
民
の
〈
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
〉
と
い
う
革
命
的
人
道
主
義
の
処
遇
を
受

け
、
初
め
て
人
間
の
良
心
を
取
り
戻
し
、
計
ら
ず
も
寛
大
政
策
に
よ
り
、
一
人
の
処
刑
も
な
く
帰
国

を
許
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
撫
順
戦
犯
管
理
所
の
復
元
に
当
た
り
、
こ
の
地
に
碑
を
建
て
、
抗
日
殉
難
烈
士
に
限
り
な
き

謝
罪
の
誠
を
捧
げ
、
再
び
侵
略
戦
争
を
許
さ
な
い
と
、
平
和
と
友
好
の
誓
い
を
刻
み
ま
し
た
」

　

右
は
、
旧
撫
順
戦
犯
管
理
所
の
展
示
館
が
開
設
し
た
際
に
、
中
国
人
民
に
謝
罪
し
、
日
中
友
好
を
祈
念

す
る
た
め
に
、
帰
国
し
た
元
日
本
人
戦
犯
た
ち
が
造
っ
た
「
向
抗
日
殉
難
烈
士
謝
罪
碑
」
の
碑
文
の
一
部

で
あ
る
（
図
4
を
参
照
）。

　

撫
順
戦
犯
管
理
所
は
、
旧
ソ
連
か
ら
移
さ
れ
た
元
日
本
人
戦
犯
の
拘
留
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
中

国
侵
略
の
罪
を
犯
し
た
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
、
階
級
的
に
は
将
官
と
高
級
官
僚
約
二
〇
名
、
佐
官
ク
ラ
ス
約

一
二
〇
名
、
尉
官
ク
ラ
ス
約
一
六
〇
名
、
下
仕
官
約
六
六
〇
名
、
お
よ
び
「
満
洲
国
」
皇
帝
の
愛
新
覚
羅
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溥
儀
、「
満
洲
国
」
総
理
大
臣
張

景
惠
な
ど
の
「
満
洲
国
」
高
級
官

僚
も
、
こ
の
管
理
所
に
拘
留
さ
れ

た
。

　

現
在
の
博
物
館
は
、
抗
日
戦
争

勝
利
四
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て

企
画
さ
れ
、
元
撫
順
戦
犯
管
理
所

の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
。
館
内
に

は
六
つ
の
常
設
展
示
ホ
ー
ル
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
展
示
物
は
、
写

真
・
資
料
・
新
聞
記
事
な
ど
の
解

説
史
料
が
主
で
あ
る
。
以
下
は
そ

の
概
要
で
あ
る
。

　

図 4　�「向抗日殉難烈士謝罪碑」。帰国した元日本人戦犯たちは、
過去の戦争を深く反省し、平和を築くことを固く決意し、
1988 年に謝罪碑を造り、中国人民に捧げた。管理所の中
庭にある謝罪碑の後ろの建物は、元戦犯たちの寝室であっ
たが、今は「撫順戦犯管理所遺跡陳列館」展示資料室の
一部になっている。元戦犯たちの一人一人が大切に扱わ
れていたことがうかがえる。構内には、彼らが故郷を偲
んで歌い踊った野外舞台や手作りの日本庭園も当時の姿
で保存されている（筆者撮影）
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第
１
部　

歴
史
の
証
人

　

写
真
や
地
図
や
解
説
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
日
本
の
戦
犯
が
こ
こ
に
収
容
さ
れ
た
か
、
彼
ら
が
ど
の

よ
う
に
反
抗
し
、
苦
し
み
、
謝
罪
を
す
る
に
至
っ
た
か
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　　

第
２
部　

罪
悪
の
戦
争

　

日
本
が
侵
略
戦
争
を
起
こ
し
、
傀
儡
国
家
「
満
洲
国
」
を
造
り
、
中
国
人
を
支
配
し
た
過
程
を
時
系
列

に
沿
っ
て
展
示
し
て
い
る
。

　　

第
３
部　

人
道
的
な
寛
大

　

写
真
資
料
や
統
計
資
料
な
ど
を
用
い
て
、
中
国
政
府
が
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
欧
米
戦
勝
国
が

と
っ
た
厳
し
い
処
罰
政
策
と
異
な
る
政
策
を
と
り
、
人
道
的
な
立
場
か
ら
中
国
に
拘
留
さ
れ
た
Ｂ
Ｃ
級
戦

犯
を
起
訴
せ
ず
、
寛
大
に
釈
放
し
た
こ
と
を
解
説
す
る
。

　　

第
４
部　

正
義
の
裁
判

　

写
真
資
料
や
再
現
模
型
な
ど
に
よ
り
、
中
国
人
民
共
和
国
特
別
軍
事
法
廷
の
審
判
過
程
を
紹
介
す
る
。

こ
の
軍
事
法
廷
で
は
、
日
本
戦
犯
に
死
刑
判
決
を
下
さ
な
か
っ
た
。
戦
犯
一
〇
六
七
名
の
う
ち
、
起
訴
さ
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れ
た
の
は
四
五
人
で
最
高
刑
は
禁
固
二
〇
年
。
ソ
連
抑
留
期
間
の
五
年
、
中
国
で
の
六
年
も
刑
期
に
算
入

し
、
刑
期
そ
の
も
の
も
短
縮
さ
れ
た
。
不
起
訴
と
な
っ
た
者
は
一
九
五
六
年
に
釈
放
、
有
罪
と
な
っ
た
者

も
一
九
六
四
年
に
は
釈
放
さ
れ
て
、
日
本
人
戦
犯
は
全
員
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

平
和
の
響
き

　

最
後
に
戦
争
の
な
い
世
界
を
目
指
し
、
世
界
の
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　　

第
５
部　

特
別
展
示
室
―
―
「
中
国
帰
還
者
連
絡
会
」

　

中
国
政
府
の
寛
大
な
扱
い
で
帰
国
し
た
元
戦
犯
た
ち
が
、
帰
国
し
た
翌
年
の
一
九
五
七
年
に
「
中
国
帰

還
者
連
絡
会
」
を
結
成
し
、
日
中
国
交
正
常
化
の
実
現
と
そ
の
後
の
日
中
関
係
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
八
八
年
一
〇
月
に
、
彼
ら
が
撫
順
戦
犯
管
理
所
に
「
向
抗
日
殉

難
烈
士
謝
罪
碑
」
を
建
立
し
、
日
中
友
好
の
架
け
橋
と
し
て
尽
く
し
た
こ
と
を
具
体
的
に
解
説
し
て
い
る
。

　

こ
の
資
料
館
の
主
な
特
徴
は
、
第
一
に
、
日
本
の
中
国
侵
略
の
歴
史
、
中
国
人
民
が
侵
略
者
に
対
し
て

正
義
の
審
判
を
行
う
様
子
、中
国
人
民
の
寛
大
な
判
決
、な
ら
び
に
戦
犯
の
人
間
像
の
変
容
な
ど
、ス
ト
ー

リ
ー
性
の
あ
る
展
示
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
中
国
に
侵
略
し
た
元
日
本
人
戦
犯
が
侵
略
戦

争
の
罪
を
認
め
、
戦
後
、
日
中
両
国
の
友
好
関
係
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
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第
二
に
、
写
真
や
資
料
お
よ
び
中
華
人
民
共
和
国
特
別
軍
事
法
廷
の
再
現
模
型
な
ど
を
用
い
て
、
日
本

の
侵
略
者
と
戦
う
中
国
人
民
の
英
雄
的
精
神
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
元
戦
犯
た
ち
の
意
識
変
革
、
さ
ら

に
人
間
像
の
変
容
過
程
を
通
じ
て
、
日
中
両
国
民
が
と
も
に
平
和
を
希
求
す
る
こ
と
を
解
説
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

中
国
政
府
は
、
元
日
本
人
戦
犯
た
ち
に
侵

略
戦
争
を
犯
し
た
罪
を
自
ら
認
め
、
学
習
に

よ
っ
て
意
識
変
革
を
行
わ
せ
る
政
策
を
と
っ

た
。
シ
ベ
リ
ア
と
は
違
っ
て
強
制
労
働
を
課

す
こ
と
も
な
く
、
中
国
人
よ
り
良
い
食
事
や

医
療
環
境
が
日
本
人
戦
犯
に
与
え
ら
れ
た
。

中
国
政
府
の
対
応
を
受
け
、
戦
犯
た
ち
も

次
第
に
自
分
が
加
害
者
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
考
え
を
変
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
次
第

に
自
分
の
行
っ
た
残
虐
行
為
を
正
直
に
告
白

し
、
反
省
・
謝
罪
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
一
九
五
六
年
四

図 5　�「撫順戦犯管理所遺跡陳列館」の館内展示の一
角。元日本人戦犯たちが帰国後、日中両国の
友好関係を築くために、「中国帰還者連絡会」
を作り、生涯を捧げたことが紹介されている

（筆者撮影）
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月
、
全
国
人
民
代
表
大
会
は
、
多
数
の
戦
犯
が
「
改
悛
の
情
」
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、「
寛

大
な
政
策
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
」
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
起
訴
さ
れ
た
四
五
人
と
途
中
で

死
亡
し
た
者
を
除
く
一
〇
一
七
人
は
起
訴
免
除
と
な
っ
て
、
同
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
帰
国
し
た（

9
）。

こ
の
よ
う
に
、
元
日
本
人
戦
犯
た
ち
の
意
識
を
変
革
で
き
た
こ
と
を
中
国
人
民
は
誇
り
に
思
っ
て
お
り
、

中
国
は
戦
争
に
勝
利
し
た
だ
け
で
な
く
、
終
戦
以
降
も
引
き
続
き
勝
者
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
自
負
し

て
い
る
。
つ
ま
り
中
国
は
二
つ
の
意
味
で
戦
勝
者
意
識
を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

現
実
と
し
て
、
多
く
の
被
害
者
が
生
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
戦
勝
者
意
識
は
、
少

な
く
と
も
一
九
八
〇
年
代
末
ま
で
の
中
国
社
会
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
っ
た
。
映
画
や
テ
レ
ビ
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
の
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
戦
争
や
旧
日
本
軍
の
虐
殺
行
為
を
扱
っ
た
も
の
が
氾
濫
し
て
い
た
。
だ

が
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
す
べ
て
中
国
人
民
が
智
恵
を
生
か
し
な
が
ら
、
侵
略
者
で
あ
る
日
本
人
と
勇
敢

に
戦
っ
て
勝
利
を
得
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
姿
勢
は
中
国
政
府
の
対
日
政
策
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常

化
以
来
、
中
国
政
府
は
自
国
民
の
反
発
を
抑
え
込
み
、「
日
本
国
民
に
侵
略
戦
争
の
罪
は
な
い
」
と
主
張

し
て
き
た
。
侵
略
戦
争
を
起
こ
し
た
の
は
「
日
本
の
一
握
り
の
軍
国
主
義
者
」
で
あ
り
、「
一
般
の
国
民

で
は
な
い
」
と
中
国
政
府
は
主
張
し
続
け
た
。
言
論
の
自
由
の
な
い
中
国
社
会
に
お
い
て
は
、
国
民
を
説

得
す
る
た
め
、
被
害
者
の
声
は
き
つ
く
抑
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
博
物
館
で
は
、
中
国
の
悲
惨
な
状
況
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を
展
示
し
て
は
い
る
が
、
被
害
者
意
識
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

総
じ
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
の
戦
争
博
物
館
は
、
規
模
が
き
わ
め
て
小
さ
い
。
館
内
の
展

示
は
、
戦
跡
や
写
真
資
料
が
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
後
、
国
内
状
況
お
よ
び
国
際
情

勢
の
変
動
に
よ
り
、
中
国
人
の
戦
争
観
は
再
び
変
容
し
、
中
国
の
戦
争
博
物
館
の
機
能
も
次
第
に
変
わ
っ

て
い
く
。

（
二
）「
愛
国
主
義
教
育
基
地
」
と
し
て
の
機
能
強
化

　

中
国
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
初
期
か
ら
経
済
改
革
政
策
が
始
ま
り
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
大
き
な
成

果
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
年
に
わ
た
る
「
開
放
政
策
」
は
、
政
治
、
経
済
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
中
国
社
会
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
資
本
主
義
的
市
場
経
済
の

導
入
に
よ
り
、
諸
外
国
か
ら
商
品
が
大
量
に
流
入
し
、
外
国
の
文
化
も
徐
々
に
中
国
社
会
に
浸
透
し
、
国

民
の
意
識
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

他
方
、
地
政
学
的
に
見
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
統
合
、
ソ
連
の
崩
壊
、
冷
戦
の
終
結
と
い
っ
た
国
際
情
勢
の

急
変
が
、
国
際
社
会
に
お
け
る
中
国
の
存
在
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
代
、
ポ
ス
ト
鄧
小

平
体
制
の
移
行
期
に
あ
る
中
国
に
と
っ
て
、
江
沢
民
指
導
部
の
権
威
を
高
め
、「
中
国
型
の
社
会
主
義
」

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
資
本
主
義
の
経
済
的
自
由
と
民
主
主
義
に
憧
れ
る
国
民
を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
、



34

国
民
の
一
体
感
を
高
め
る
か
が
、
為
政
者
の
主
な
政
治
目
標
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
一
九
九
一
年
七
月
一
日
、
江
沢
民
国
家
主
席
は
、
中
国
共
産
党
成
立
七
〇
周

年
大
会
で
愛
国
主
義
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
演
説
を
行
い
、「
歴
史
か
ら
学
び
、
民
族
の
誇
り
と
自
尊

心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
国
民
に
強
く
訴
え
た（

10
）。

そ
の
具
体
的
な
政
策
と
し
て
、
国
家
教
育

委
員
会
は
、
一
九
九
一
年
九
月
一
八
日
の
「
九
・
一
八
事
変
」（
満
州
事
変
）
五
〇
周
年
に
際
し
て
、「
歴

史
教
育
を
通
じ
て
国
民
の
愛
国
主
義
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
、
歴
史
教
育
方
針
を
全
国
各

地
の
教
育
機
関
に
伝
え
た（

11
）。

そ
の
中
で
は
、
国
民
の
愛
国
主
義
精
神
を
高
め
る
た
め
に
、
歴
史
博
物
館

の
展
示
が
重
要
で
あ
る
と
議
論
さ
れ
て
い
る（

12
）。

　

抗
日
戦
争
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
来
、
外
国
の
侵
略
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
中
国
に
と
っ
て
、
民
族
の
解

放
を
勝
ち
取
っ
た
は
じ
め
て
の
戦
争
で
あ
り
、
中
華
民
族
の
統
一
お
よ
び
民
族
復
興
の
転
換
点
で
も
あ

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
中
国
革
命
を
成
功
裏
に
導
く
重
要
な
基
礎
を
築
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
愛
国
主
義
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
る
中
、
中
央
政
府
は
、
一
九
九
四
年
八
月
二
四
日
に

「
愛
国
主
義
教
育
実
施
要
項
」
を
制
定
し
、
翌
年
三
月
に
は
「
全
国
一
〇
〇
処
愛
国
主
義
教
育
基
地
」
を

発
表
し
た（

13
）。

そ
の
中
に
は
中
華
民
族
の
歴
史
的
遺
跡
や
博
物
館
が
多
く
含
ま
れ
、
特
に
日
中
戦
争
に
関

わ
る
戦
跡
や
博
物
館
が
占
め
る
割
合
は
大
き
い
。
現
代
中
国
の
代
表
的
な
戦
争
博
物
館
、
た
と
え
ば
「
侵

華
日
軍
南
京
大
虐
殺
遇
難
同
胞
記
念
館
」、「
侵
華
日
軍
第
七
三
一
部
隊
罪
証
陳
列
館
」、「
中
国
人
民
抗
日
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戦
争
記
念
館
」、
お
よ
び
「
九
・
一
八
歴
史
博
物
館
」
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
博
物
館
は

一
九
九
〇
年
代
に
大
幅
に
増
築
さ
れ
、
今
は
重
要
な
「
愛
国
主
義
教
育
の
基
地
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
中
国
人
の
戦
争
観
、
さ
ら
に
国
民
意
識
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
二
つ

の
戦
争
博
物
館
「
侵
華
日
軍
南
京
大
虐
殺
遇
難
同
胞
記
念
館
」
と
「
中
国
人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
」
を
中

心
に
見
て
み
よ
う
。

「
侵
華
日
軍
南
京
大
虐
殺
遇
難
同
胞
記
念
館
」
―
―
国
民
の
感
情
記
憶
の
象
徴
と
し
て

　
「
侵
華
日
軍
南
京
大
虐
殺
遇
難
同
胞
記
念
館
」（
以
下
、「
南
京
大
虐
殺
記
念
館
」）
は
、
日
本
軍
が
集
団

虐
殺
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
十
七
の
戦
跡
の
一
つ
、「
万
人
坑
」
の
上
に
た
っ
て
い
る
。「
万
人
坑
」
と
は
、

そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
数
多
く
の
犠
牲
者
の
遺
体
が
埋
め
ら
れ
た
場
所
の
こ
と
で
あ
る
。

　

記
念
館
は
、
一
九
八
三
年
に
南
京
市
政
府
に
よ
り
建
設
が
計
画
さ
れ
、
八
五
年
八
月
一
五
日
に
開
館
し

た
。
こ
れ
に
至
る
背
景
と
し
て
は
、
一
九
八
五
年
が
中
国
に
と
っ
て
、
抗
日
戦
争
勝
利
四
〇
周
年
で
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
当
時
問
題
に
な
っ
て
い
た
日
本
で
の
歴
史
教
科
書
問
題
を
中
国
側
が
重
く
受
け
止
め
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

中
国
で
は
、「
日
本
の
教
科
書
に
よ
る
歴
史
的
事
実
の
歪
曲
」
事
件
を
受
け
て
、
は
や
く
も
一
九
八
二

年
八
月
に
は
、
旧
日
本
軍
の
戦
争
犯
罪
記
録
を
展
示
す
る
博
物
館
の
建
設
発
起
大
会
が
開
か
れ
た
。
日
本



36

の
「
教
科
書
事
件
」
に
対
す
る
中
国
側
の
危
機
感
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
翌
八
三
年

に
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
、
八
五
年
に
完
成
し
た
。
用
地
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
数
万
人
の
犠
牲
者
の

遺
骨
が
発
掘
さ
れ
た
、
元
南
京
市
の
現
場
で
あ
っ
た
。
八
五
年
、
第
一
期
工
事
で
完
成
し
た
の
は
、「
墓

の
広
場
」
と
資
料
陳
列
館
で
あ
る
。「
南
京
大
虐
殺
記
念
館
」
は
、
一
九
三
七
年
一
二
月
に
南
京
で
虐
殺

さ
れ
た
数
多
く
の
犠
牲
者
へ
の
追
悼
施
設
と
い
う
側
面
を
色
濃
く
持
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
九
三
年
か
ら
第
二
期
工
事
が
始
ま
り
、
抗
日
戦
争
勝
利
五
〇
周
年
に
当
た
る
九
五
年
に

は
大
幅
に
増
築
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
三
月
一
日
以
降
は
市
民
に
無
料
開
放
さ
れ
て
い
る
。
抗
日
戦
争
勝

利
六
〇
周
年
に
当
た
る
二
〇
〇
五
年
、
記
念
館
は
二
〇
周
年
を
迎
え
、
海
外
で
大
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た

『
南
京
大
虐
殺
―
―
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
中
国
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
』
の
著
者
で
あ
る
ア
イ
リ
ス
・
チ
ャ
ン

（Iris Chang

）
を
追
悼
す
る
た
め
、
彼
女
の
彫
像
の
除
幕
式
が
記
念
広
場
で
開
催
さ
れ
た（

14
）。

そ
の
後
、
旧

日
本
軍
が
南
京
を
陥
落
し
た
一
二
月
一
三
日
に
は
、
虐
殺
事
件
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、「
平

和
」
を
誓
う
記
念
式
典
が
毎
年
開
か
れ
て
い
る
。
南
京
大
虐
殺
事
件
七
〇
周
年
を
記
念
す
る
た
め
、
記
念

館
は
二
〇
〇
七
年
に
さ
ら
に
拡
張
さ
れ
、
現
在
の
姿
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
七
月
七
日
ま
で
に
、

二
五
〇
〇
万
の
人
々
が
こ
の
記
念
館
を
訪
れ
、
そ
の
中
に
は
外
国
か
ら
き
た
人
も
数
多
く
含
ま
れ
る
と
報

道
さ
れ
て
い
る（

15
）。

　

敷
地
内
に
入
る
と
、「
１
９
３
７
・
12
・
13
―
１
９
３
８
・
1
」
と
「
３
０
０
０
０
０
」
と
い
う
数
字
が
、
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標
識
碑
と
い
わ
れ
る
石
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
追
悼
広
場
の
壁
に
大
き
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
南
京
で
虐
殺
事

件
が
あ
っ
た
期
間
と
そ
の
犠
牲
者
の
数
を
表
し
て
い
る
。
足
元
の
敷
石
に
は
、「
祭
」
の
字
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
こ
こ
は
、「
祭
り
」
の
場
、
つ
ま
り
鎮
魂
の
場
で
あ
る
。

　

広
場
の
傍
ら
に
あ
る
階
段
を
登
る
と
、
さ
ら

に
正
面
に
中
国
語
、
英
語
、
日
本
語
で
「
遭

難
者
三
〇
万
」
と
刻
ま
れ
た
壁
が
現
れ
る
。
犠

牲
者
の
数
は
中
国
側
の
発
表
で
あ
り
、
こ
の
数

字
は
遺
族
や
赤
十
字
関
係
者
、
埋
葬
記
録
な
ど

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

16
）。「

三
〇
万

人
虐
殺
は
ま
ぼ
ろ
し
」
と
い
う
日
本
側
の
根
強

い
主
張
へ
の
反
発
だ
と
も
言
え
る
。
南
京
で
起

こ
っ
た
虐
殺
事
件
に
つ
い
て
は
、
犠
牲
者
数
は

三
〇
万
で
は
な
く
実
際
は
数
万
だ
と
い
う
主
張
、

あ
る
い
は
殺
戳
は
組
織
的
な
も
の
で
は
な
く
戦

闘
の
混
乱
の
下
に
起
こ
っ
た
も
の
だ
と
い
う
主

張
、
さ
ら
に
は
、「
大
虐
殺
」
そ
の
も
の
が
「
ま

図 6　�「侵華日軍南京大虐殺遇難同胞記念館」は、旧
日本軍による南京大虐殺事件の模様を後世に
伝える施設として知られている。記念館の壁
に刻まれた中国語、英語、日本語の「犠牲者」
の文字と「300000」の数字が非常に印象的で
ある（筆者撮影）
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ぼ
ろ
し
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
、
今
も
根
強
く
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る（

17
）。

　

階
段
を
登
る
と
、
床
一
面
に
白
い
玉
石
を
敷
き
詰
め
た
空
間
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
草
ひ
と

つ
な
い
。「
墓
の
広
場
」
と
名
付
け
ら
れ
、
玉
石
は
死
者
の
遺
骨
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
「
墓
の
広
場
」

の
一
角
で
は
、
新
た
な
遺
骨
の
発
掘
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
南
京
で
は
至
る
と
こ
ろ
で
集
団
虐
殺
が
行
わ

れ
、
こ
こ
は
そ
の
現
場
の
一
つ
で
あ
り
、
虐
殺
さ
れ
た
犠
牲
者
の
墓
地
も
兼
ね
て
い
る
。
ま
わ
り
に
は
鐘

や
彫
刻
と
い
っ
た
展
示
物
の
他
に
、
記
念
碑
や
慰
霊
碑
も
あ
る
。

　

虐
殺
の
様
子
を
象
徴
的
に
描
い
た
レ
リ
ー
フ
と
一
部
の
遭
難
者
の
名
を
刻
ん
だ
壁
に
沿
っ
て
進
ん
で
い

く
と
、
石
造
り
の
墓
室
が
現
れ
る
。「
遇
難
同
胞
遺
骨
陳
列
室
」（
以
下
、「
遺
骨
陳
列
室
」）
で
あ
る
。
内

部
に
は
、
文
字
通
り
、
発
掘
さ
れ
た
遺
骨
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
遺
骨
陳
列
室
」
を
出
て
、
式
典
が
行
わ
れ
る
追
悼
広
場
か
ら
少
し
進
む
と
、
当
時
の
資
料
を
並
べ
る
、

い
わ
ゆ
る
博
物
館
が
あ
る
。
博
物
館
の
展
示
は
、
一
貫
し
て
実
物
や
新
聞
資
料
、
写
真
資
料
と
そ
の
解
説

だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
シ
ョ
―
ケ
ー
ス
に
は
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
衣
類
や
遺
品
な
ど
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
他
に
、
旧
日
本
軍
の
配
置
状
況
、
大
虐
殺
の
あ
っ
た
地
点
を
示
す
地
図
な
ど
も
あ
わ
せ
て

展
示
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ジ
オ
ラ
マ
展
示
は
こ
こ
に
は
一
切
な
い
。

　

展
示
資
料
の
大
部
分
が
、
日
本
側
の
資
料
、
特
に
日
本
軍
自
身
が
撮
影
し
た
写
真
や
映
像
、
あ
る
い
は

日
本
の
新
聞
記
事
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
ビ
デ
オ
で
紹
介
さ
れ
る
映
像
も
、
大
部
分
が
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日
本
軍
の
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
側
の
資
料
へ
の
依
存
は
、
当
時
、
記
録
を
と
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
実
質
的
に
日
本
軍
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
壁
に
は
、
日
本
軍
に
よ
る
戦
争
犯

罪
の
実
態
、
中
国
人
の
首
を
斬
る
瞬
間
の
写
真
や
、
揚
子
江
に
山
積
み
に
さ
れ
る
遺
体
な
ど
、
当
時
の

生
々
し
い
写
真
が
大
量
に
展
示
し
て
あ

る
。
パ
ネ
ル
に
は
解
説
文
が
付
い
て
い

て
、
一
部
で
は
あ
る
が
、
中
国
語
、
英
語
、

日
本
語
が
併
記
さ
れ
た
パ
ネ
ル
も
あ
る
。

世
界
に
伝
え
た
い
、
特
に
日
本
人
に
見

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

　

展
示
を
見
終
わ
る
と
、
広
い
庭
に
出

る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
び
っ
し
り
と
小

石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
小

石
の
一
つ
一
つ
が
、
犠
牲
に
な
っ
た

三
〇
万
の
人
た
ち
を
表
し
て
い
る
。
庭

の
脇
を
通
り
、
壁
に
目
を
や
る
と
、
南

図 7　�この「遺骨陳列室」の入口の前に、「折り鶴コー
ナー」が設けられている。これは、日本各地
の民間・学生団体が、世界平和への願いを折
り鶴にして南京に届けたものである（筆者撮
影）
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京
の
受
難
者
の
数
な
ど
が
壁
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
先
に
あ
る
の
が
、「
万
人
坑
」
で
あ
る
。「
万
人
坑
」

は
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
発
掘
さ
れ
た
遭
難
者
の
遺
骨
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
は
、
前
述
し
た
平
頂
山
の
も
の
ほ
ど
大
き
く
な
い
が
、
ド
キ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
。
激
し
い
戦
い
が
起

き
た
「
現
場
」
で
あ
る
こ
と
を
見
せ
つ
け
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
人
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
内

容
ば
か
り
で
、
非
常
に
強
烈
な
展
示
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
中
国
の
戦
争
博
物
館
の
成
立
の
経
緯
を
見
て
き
た
が
、
そ
の
展
示
内
容
は
、
日
本
人
の
中
国

人
に
対
す
る
態
度
、
日
本
人
の
戦
争
観
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
日
本
人
に

強
烈
な
衝
撃
を
与
え
る
ほ
ど
日
本
軍
の
戦
争
犯
罪
を
再
現
し
、「
三
〇
万
人
」
と
い
う
犠
牲
者
数
を
繰
り

返
し
展
示
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
過
去
の
戦
争
に
対
す
る
日
本
人
の
態
度
を
戒
め
る
意
図
が
あ
る
と
言
え

よ
う
。

「
中
国
人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
」
―
―
中
華
民
族
の
誇
り
と
し
て

　
「
中
国
人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
」（
以
下
、「
抗
日
戦
争
記
念
館
」）
は
、
北
京
郊
外
の
盧
溝
橋
の
た
も
と

に
位
置
す
る
。「
七
・
七
事
変
」、
す
な
わ
ち
日
中
戦
争
・
抗
日
戦
争
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
九
三
七
年

七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
変
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
一
九
八
七
年
に
開
館
し
た
施
設
で
あ
る
。
こ
の
記
念

館
の
建
設
は
、「
教
科
書
事
件
」
の
翌
年
に
当
た
る
八
三
年
に
構
想
さ
れ
、
九
〇
年
代
に
は
中
央
政
府
の
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第
七
次
五
ヵ
年
計
画
の
重
点
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
現
在
、
記
念
館
は
、
中

央
政
府
の
指
導
の
下
、
北
京
市
政
府
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
七
年
の
開
館
以
来
、

世
界
各
地
か
ら
数
多
く
の
政
府
高
官
が
訪
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
日
本
の
村
山
富
市
や
小
泉
純
一
郎
ら
歴

代
首
相
も
含
ま
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
ま
で
に
一
六
六
〇
万
人
余
り
の
人
々
が
訪
れ
た
と
報
道
さ
れ
て

い
る（

18
）。

　

こ
の
記
念
館
は
、
中
国
の
抗
日
戦
争
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
最
も
重
要
な
博
物
館
の
一
つ
で
あ
る
。
中

国
政
府
は
、
八
七
年
、
九
七
年
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
一
〇
年
に
、
中
国
人
民
抗
日
戦
争
の
全
面
的
展
開

お
よ
び
抗
日
戦
争
の
勝
利
を
記
念
す
る
た
め
、
記
念
館
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
盧
溝
橋

事
変
だ
け
で
は
な
く
、
抗
日
戦
争
そ
の
も
の
を
扱
っ
た
施
設
で
あ
り
、
今
日
で
は
愛
国
主
義
の
精
神
を
発

揚
す
る
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

記
念
館
の
前
に
は
総
面
積
八
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
抗
日
戦
争
記
念
広
場
が
あ
り
、
広
場
の
中
心
部

に
は
中
華
民
族
の
目
覚
め
を
象
徴
す
る
巨
大
な
獅
子
像
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
場
の
両
側
に

は
そ
れ
ぞ
れ
七
ヵ
所
芝
生
が
植
え
ら
れ
、「
七
・
七
盧
溝
橋
事
変
」
を
物
語
る
。
そ
し
て
、
広
場
の
真
ん
中

に
は
、
十
四
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
中
華
民
族
の
十
四
年
に
わ
た
る
抗
日
戦
争

の
勝
利
を
称
え
て
い
る
。

　

記
念
館
の
展
示
フ
ロ
ア
の
総
面
積
は
六
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
館
内
に
入
る
と
、「
我
々
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の
血
と
肉
で
も
っ
て
新
し
い
長
城
を
築
く
」
と

い
う
、
群
衆
を
表
し
た
レ
リ
ー
フ
が
目
に
入

る
。
展
示
物
は
、
写
真
や
遺
品
、
模
型
な
ど
充

実
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
戦
場
の
再

現
模
型
を
配
し
て
は
い
る
も
の
の
、
大
部
分

は
、
実
物
資
料
と
写
真
に
解
説
パ
ネ
ル
を
添
え

た
形
式
の
展
示
で
あ
る
。
日
本
側
の
資
料
や
新

聞
も
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
歴
史
の
細
部
の

検
証
に
主
眼
を
置
い
た
展
示
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
〇
〇
五
年
に
開
催
さ
れ
た
「
偉
大
な
勝
利
」

と
い
う
特
別
展
は
、
抗
日
戦
争
六
〇
周
年
を
記

念
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
抗
日
戦
争
の

勝
利
ひ
い
て
は
中
華
民
族
の
世
界
反
フ
ァ
シ
ズ

ム
戦
争
を
も
勝
利
に
導
い
た
中
国
共
産
党
の
役
割
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
毎
年
七
月
七
日

を
迎
え
る
と
、
記
念
館
で
は
中
国
人
民
の
抗
日
戦
争
の
勝
利
を
記
念
す
る
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い

る
。
抗
日
戦
争
は
、
日
本
人
が
想
像
す
る
以
上
に
、
現
代
中
国
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と

図 8　�「中国人民抗日戦争記念館」は、中国人民によ
る抗日戦争の歴史を全面的に扱った全国唯一
の大型総合戦争博物館である（筆者撮影）
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認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
抗
日
戦
争
こ
そ
現
代
中
国
の
基
礎
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

展
示
の
一
部
に
は
ジ
オ
ラ
マ
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
地
雷
戦
、
水
上
ゲ
リ
ラ
部
隊
、「
地
道
戦
」（
地
下

の
ト
ン
ネ
ル
戦
）
の
様
子
を
再
現
し
た
「
人
民
戦
争
館
」
と
呼
ば
れ
る
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
ジ
オ
ラ
マ
に
登
場
す
る
の
は
、
抗
日
戦
争
で
戦
う
中
国
人
ば
か
り
で
、
日
本
軍
の
姿
は
ま
っ
た
く
見
ら

れ
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
は
「
被
害
」
の
展
示
で
は
な
く
、「
抵
抗
」
の
展
示
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
歴
史
的
事
実
を
伝
え
る
場
合
に
は
写
真
や
新
聞
資
料
を
採
用
し
、
創
造
性
の
強
い
表

現
を
す
る
場
合
に
は
ジ
オ
ラ
マ
や
模
型
を
使
用
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
明
確
な
展
示
方
針
が
貫
か
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
軍
の
加
害
行
為
、
つ
ま
り
中
国
人
民
の
被
害
の
実
態
を
示
す
場
合
に
は
ミ
ニ
チ
ュ

ア
模
型
を
、
抗
日
運
動
の
様
相
を
示
す
に
は
ジ
オ
ラ
マ
展
示
を
用
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
区
別
さ
れ
て
い

る
。
等
身
大
の
人
形
で
構
成
さ
れ
、
よ
り
直
接
的
に
体
感
で
き
る
ジ
オ
ラ
マ
展
示
に
よ
っ
て
、
抵
抗
の
主

体
と
し
て
の
中
国
人
民
の
姿
が
表
象
さ
れ
、
見
る
人
に
強
い
印
象
を
残
す
。

　

記
念
館
の
最
後
の
展
示
と
し
て
、
一
九
七
二
年
九
月
の
日
中
国
交
正
常
化
の
時
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
が

飾
ら
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
・
周
恩
来
ら
と
と
も
に
田
中
角
栄
の
姿
も
見
え
る
。
戦
後
、
日
中
両
国
が
い
か

に
和
解
へ
の
道
を
探
り
、
友
好
関
係
の
再
構
築
に
尽
く
し
て
き
た
か
を
解
説
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、
抗
日
戦
争
こ
そ
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
の
基
礎
と
い
う
、「
抗
日
戦
争
記
念
館
」
の
基
本
的
な

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
展
示
形
態
の
選
択
は
必
然
的
な
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
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中
国
の
戦
争
博
物
館
の
展
示
方
法
そ
れ
自
体
は
、
日
本
の
博
物
館
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
戦
争
体
験
を

継
承
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。
し
か
し
、
悲
惨
な
戦
争
被
害
の
体
験
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
抵
抗
運
動
の
体
験
、
勝
利
の
戦
争
体
験
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
に
、
中
国
の
戦
争
博
物
館
の
特
徴
が
あ
る
。

中
華
民
族
の
独
立
戦
争
の
体
験
を
伝
達
し
、
勇
敢
な
愛
国
的
戦
闘
行
為
を
讃
え
る
中
国
の
戦
争
博
物
館
は
、

国
民
の
愛
国
心
を
涵
養
す
る
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
二
章
　
日
本
の
平
和
博
物
館

　

戦
後
六
〇
年
以
上
を
経
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
戦
争
体
験
は
歴
史
的
記
憶
へ
と
変
化
し
つ
つ

あ
る
。
戦
争
体
験
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
中
国
に
は
抗
日
戦

争
に
関
す
る
戦
争
博
物
館
が
多
数
あ
る
。
他
方
、
戦
争
に
関
す
る
写
真
や
文
献
な
ど
の
資
料
を
体
系
的
に

収
集
し
、
そ
の
収
集
物
を
展
示
す
る
こ
と
で
一
般
大
衆
に
平
和
に
つ
い
て
歴
史
的
な
視
野
を
与
え
る
平
和

博
物
館
も
あ
り
、
平
和
教
育
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
世
界
に
は
一
〇
〇
以
上
の
平
和
博
物
館
が
あ
る
が
、
そ
の
半
分
以
上
は
日
本
に
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
平
和
博
物
館
の
社
会
的
機
能
は
、
戦
争
の
体
験
を
継
承
し
、
国
民
が
そ
の
記
憶
を
保
持
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
日
本
の
平
和
博
物
館
を
通
じ
て
、
戦
後
日
本
人
の
戦
争
の
記
憶
、
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さ
ら
に
国
民
意
識
の
変
容
過
程
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
一
）
平
和
博
物
館
が
語
る
日
本
人
の
戦
争
観

　

日
本
の
平
和
博
物
館
の
多
く
は
、
地
域
の
戦
争
体
験
を
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
展
示
内
容
を

構
成
し
て
い
る
。
八
〇
年
代
後
半
に
、
日
本
の
地
方
自
治
体
に
よ
る
建
設
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
多
く
の
平

和
博
物
館
が
開
設
さ
れ
た
。

　

戦
後
日
本
で
と
ら
れ
た
政
策
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
平
和
教
育
の
強
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
争
の
記
憶

を
相
対
化
し
、
未
来
に
向
け
て
「
平
和
」
へ
の
道
筋
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
は
、
平
和
な

世
界
を
築
く
こ
と
に
と
っ
て
深
い
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、「
一
国
平
和
主
義
」
と
批
判
さ
れ
る
平
和
教

育
が
、
戦
争
に
対
す
る
反
省
の
色
の
薄
さ
や
、
戦
争
責
任
と
い
う
面
で
の
認
識
の
欠
如
を
生
み
出
し
て
い

る
と
い
う
指
摘
も
あ
る（

19
）。

一
九
六
七
年
に
共
同
通
信
社
が
行
っ
た
「
対
中
国
戦
争
に
関
す
る
世
論
調
査
」

に
よ
る
と
、「
悪
い
こ
と
を
し
た
と
思
う
」
と
、
戦
争
の
加
害
性
や
侵
略
性
を
認
め
た
人
は
一
七
パ
ー
セ

ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
五
割
以
上
の
人
々
が
「
自
衛
上
当
然
だ
っ
た
」「
や
む
を
得
な
か
っ
た
」
と
答
え
、
明

確
な
加
害
者
意
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
日
中
国
交
正
常
化
直
前
の
一
九
七
二
年
に
行
わ
れ
た
日
本
人

の
戦
争
認
識
に
関
す
る
世
論
調
査
で
も
、
侵
略
性
を
認
め
た
人
は
わ
ず
か
二
割
強
で
、「
や
む
を
得
な
か
っ

た
」「
自
衛
上
当
然
だ
」
と
回
答
し
た
人
々
が
五
割
以
上
と
、
依
然
と
し
て
多
数
を
占
め
た（

20
）。
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日
本
人
の
戦
争
の
記
憶
は
、「
出
征
・
疎
開
・
空
襲
・
引
き
揚
げ
」「
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
災
」
と
い
っ

た
テ
ー
マ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
被
害
者
体
験
に
焦
点
を
当
て
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
日
本
人

の
根
強
い
被
害
者
意
識
と
加
害
者
意
識
の
欠
如
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る（

21
）。

こ
う
し
た
傾
向
が
、
日

本
各
地
の
平
和
博
物
館
に
も
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
最
初
の
平
和
博
物
館
は
、
被
爆
体
験
の
継
承
を
目
的
と
し
て
一
九
五
五
年
に
創
立
さ
れ

た
「
広
島
平
和
記
念
資
料
館
」
と
「
長
崎
原
爆
資
料
館
」（
長
崎
国
際
文
化
会
館
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
さ
き

が
け
と
な
り
、
そ
の
後
、
七
〇
年
代
～
八
〇
年
代
に
は
、
多
く
の
平
和
博
物
館
が
建
設
さ
れ
た
。
た
と
え

ば
、「
沖
縄
県
立
平
和
祈
念
資
料
館
」（
七
五
年
）、「
知
覧
特
攻
平
和
会
館
」（
七
五
年
）、「
舞
鶴
引
揚
記
念

館
」（
八
八
年
）、「
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
」（
八
九
年
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
戦
時
中
最
も

被
害
を
受
け
た
地
域
に
造
ら
れ
、
そ
の
状
況
を
生
々
し
く
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
次

の
世
代
に
伝
え
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
平
和
博
物
館
で
展
示
さ
れ
る
の
は
、
悲
惨
な
被
害
の
実
態
が
中
心
で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ

る
具
体
的
場
面
は
、
都
市
空
襲
や
原
爆
や
地
上
戦
、
強
制
労
働
や
抑
留
体
験
、
お
よ
び
引
き
揚
げ
な
ど
で

あ
る
。
日
本
人
に
対
し
て
な
さ
れ
た
非
人
道
的
行
為
を
告
発
し
て
い
る
が
、
戦
争
の
全
体
像
を
全
面
的
に

捉
え
て
展
示
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　

日
本
で
最
も
代
表
的
な
平
和
博
物
館
は
、「
広
島
平
和
記
念
資
料
館
」
と
「
長
崎
原
爆
資
料
館
」
で
あ
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る
。
一
九
五
五
年
の
開
館
以
来
、
現
在
ま
で
の

延
べ
入
館
者
数
を
見
る
と
、「
広
島
平
和
記
念

資
料
館
」
は
五
九
三
一
万
人
、「
長
崎
原
爆
資

料
館
」
は
五
〇
〇
〇
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
合

計
で
一
億
九
三
一
万
人
と
な
る（

22
）。

数
字
だ
け
で

言
え
ば
、
現
在
の
日
本
の
総
人
口
の
八
割
以
上

に
相
当
し
、
大
多
数
の
日
本
人
が
広
島
、
ま
た

は
長
崎
の
平
和
博
物
館
に
入
館
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
事
実
か
ら
も
、
両
館
が
、
日
本
人
の

多
く
が
有
す
る
反
核
・
平
和
主
義
理
念
の
形
成

に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
と
推
測
で
き

る
。

　

九
〇
年
代
ま
で
に
開
館
し
た
多
く
の
平
和
博

物
館
の
設
立
目
的
は
、
被
害
体
験
の
継
承
で

あ
っ
た
。
国
立
歴
史
博
物
館
や
戦
争
体
験
を
展

示
す
る
公
立
の
博
物
館
で
は
、
戦
争
の
通
史
を

図 9　�「知覧特攻平和会館」。鹿児島南端の知覧には、戦争末期、
陸軍の飛行場が設けられ、特攻基地となった。多くの若
者が特攻隊員として飛び立ち帰らぬ人となった。この平
和博物館は、戦争がいかに悲惨か、平和がいかに尊いか
を教えてくれる拠点の一つであるが、戦争といった「負
の遺産」をいかに「正の遺産」に置き換えていくか、英
知が問われている（筆者撮影）
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解
説
す
る
展
示
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、八
〇
年
代
の「
教
科
書
事
件
」や「
靖
国
問
題
」

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
中
国
や
韓
国
な
ど
の
諸
外
国
か
ら
批
判
を
浴
び
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
社
会
で
も

加
害
者
意
識
が
徐
々
に
広
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
背
景
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
る
知

識
人
た
ち
の
努
力
、
市
民
に
よ
る
平
和
運
動
の
展
開
、
お
よ
び
中
国
や
韓
国
な
ど
の
近
隣
諸
国
か
ら
の
圧

力
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
日
本
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
よ
り
強
い
政
治
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
う
え
で
、
戦
争
責
任
問
題
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
こ
と
も

要
因
だ
ろ
う
。
八
六
年
九
月
三
日
、
中
曽
根
康
弘
首
相
は
、
記
者
会
見
で
、
靖
国
参
拝
が
「
侵
略
さ
れ
た

相
手
側
の
国
民
感
情
を
刺
激
す
る
」
と
明
言
し
、「
私
は
あ
の
戦
争
は
侵
略
戦
争
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
」

と
初
め
て
認
め
た（

23
）。

　

九
〇
年
代
に
入
る
と
、
戦
争
の
侵
略
性
や
加
害
性
を
さ
ら
に
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
被
害

者
と
し
て
の
意
識
が
強
か
っ
た
日
本
人
の
戦
争
認
識
に
も
あ
る
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
九
一
年
八
月

六
日
の
広
島
平
和
宣
言
に
は
、
市
民
団
体
の
要
請
で
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
の
人
々
へ
の
加
害
責
任
が

追
加
さ
れ
た
。
翌
年
八
月
九
日
の
長
崎
平
和
宣
言
に
も
、
侵
略
戦
争
を
反
省
す
る
必
要
性
が
加
え
ら
れ
た
。

過
去
の
戦
争
を
ど
う
見
直
す
か
、
学
界
や
博
物
館
で
戦
争
の
全
体
像
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
語
り
、
展
示

す
る
の
か
が
、
社
会
的
に
重
要
な
問
題
と
な
っ
た
。
戦
争
を
批
判
的
に
捉
え
、
さ
ら
に
加
害
の
問
題
に
も

踏
み
込
む
こ
と
が
、
新
た
な
課
題
と
し
て
平
和
博
物
館
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。



49 東アジアにおける記憶の共有の模索

　

こ
う
し
た
国
内
外
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
日
本
国
内
の
平
和
博
物
館
の
展
示
と
し
て
加
害
体
験
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
九
〇
年
以
降
に
開
館
し
た
平
和
博
物
館
で
は
、
日
中
戦
争
に
お
け
る

日
本
軍
の
加
害
体
験
が
展
示
内
容
に
含
ま
れ
、
戦
争
の
全
体
像
を
捉
え
た
う
え
で
平
和
な
世
界
を
ど
の
よ

う
に
築
い
て
い
く
か
が
視
野
に
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

先
駆
的
な
博
物
館
と
し
て
、
九
一

年
に
開
館
し
た
「
大
阪
平
和
セ
ン

タ
ー
」（
以
下
、「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」）

が
あ
る
。
そ
の
後
、「
立
命
館
大
学

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
九
二

年
）、「
川
崎
市
平
和
館
」（
九
二
年
）、

「
堺
平
和
と
人
権
資
料
館
」（
九
四

年
）、「
岡
ま
さ
は
る
長
崎
平
和
資

料
館
」（
九
五
年
）、「
八
重
山
平
和

祈
念
館
」（
九
九
年
）
な
ど
が
次
々

と
開
館
し
た
。
こ
れ
ら
の
博
物
館

図 10　�1994 年に改築された「広島平和記念資料館」は、
戦争の加害性を初めて取り入れ、旧日本軍が南京
で起こした虐殺事件についても触れている。この
平和資料館は、日本人が戦争の被害者であると同
時に加害者でもあるという両面を考えるうえで、
重要な課題を提起する（筆者撮影）
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で
は
、戦
時
下
の
被
害
状
況
を
展
示
す
る
と
同
時
に
、日
本
に
よ
る
戦
争
加
害
の
体
験
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
一
九
九
四
年
に
改
築
さ
れ
た
「
広
島
平
和
記
念
資
料
館
」
で
は
、
軍
都
広
島
の
歴
史
を
紹
介

す
る
こ
と
で
、
戦
争
の
加
害
性
が
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
同
じ
時
期
に
「
長
崎
原
爆
資
料
館
」
も
改

築
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
原
爆
の
展
示
が
中
心
で
あ
る
が
、
日
中
戦
争
の
全
体
像
を
示
す
と
と
も
に
、
戦
後

の
核
問
題
も
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
通
り
一
遍
の
反
核
で
は
な
く
、
戦
争
の
反
省
を
通
じ
て
平
和
を
考

え
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
明
確
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
の
平
和

博
物
館
で
も
、
日
中
戦
争
の
全
体
像
を
展
示
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
。

　

以
下
、
九
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
人
の
戦
争
の
記
憶
の
変
容
過
程
を
、「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
を
中
心

に
考
え
て
み
よ
う
。

（
二
）
変
わ
り
つ
つ
あ
る
日
本
人
の
戦
争
観
―
―
加
害
責
任
の
自
覚

　
「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
は
、
大
阪
府
と
大
阪
市
の
共
同
出
資
に
よ
り
、「
平
和
の
首
都
」
の
シ
ン
ボ
ル
的

施
設
と
し
て
、
一
九
九
一
年
の
「
世
界
平
和
記
念
日
（
九
月
一
七
日
）」
に
、
大
阪
市
の
中
心
部
に
あ
る

大
阪
城
公
園
内
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
の
目
的
は
、「
戦
争
の
悲
惨
さ
を
次
の
世
代
に
伝
え
、
平
和
の
尊

さ
を
訴
え
、
世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

　

施
設
は
、
鉄
筋
三
階
建
て
、
延
床
面
積
は
三
四
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
館
内
に
は
三
つ
の
常
設
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展
示
室
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
大
阪
空
襲
と
人
々
の
生
活
」「
十
五
年
戦
争
」「
平
和
の
希
求
」
と

名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
二
階
に
は
常
設
展
示
室
Ａ
が
あ
り
、「
大
阪
空
襲
と
人
々
の
生
活
」
を
テ
ー
マ
に
、

大
阪
空
襲
の
被
害
状
況
と
戦
時
下
の
生
活
を
紹
介
し
て
い
る
。
入
り
口
す
ぐ
の
目
の
前
に
は
、
大
阪
を
廃

墟
に
し
た
一
ト
ン
爆
弾
と
Ｍ
69
油
脂
焼
夷
弾
（
複
製
）
が
展
示
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
床
に
、
大
阪
随
一

の
繁
華
街
で
あ
る
戎
橋
の
焼
け
跡
ジ
オ
ラ
マ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
壁
面
に
は
大
阪
府
下
の
空
襲
被
害

地
図
や
空
襲
体
験
図
が
展
示
さ
れ
、
大
空
襲
の
記
録
が
映
像
で
流
さ
れ
る
。
さ
ら
に
奥
に
進
む
と
、
戦
時

下
の
大
阪
の
社
会
状
況
が
わ
か
る
よ
う
、
召
集
令
状
、
学
童
疎
開
、
そ
の
他
の
記
録
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

大
阪
に
残
る
戦
争
の
傷
痕
の
映
像
が
流
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
内
容
や
展
示
方
法
は
、
日
本
各
地
の
平
和
博
物
館
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
平
和

博
物
館
で
最
も
多
く
展
示
さ
れ
る
空
襲
と
い
う
戦
争
体
験
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
階
の
展

示
室
Ｂ
「
十
五
年
戦
争
」
の
最
初
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、過
去
の
戦
争
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
日
本
国
民
は
、
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
に
い
た
る
十
五
年
間
の
戦
争
に
よ
っ
て
戦
場
と
な
っ
た

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
人
々
に
多
大
な
損
害
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
数
多
く
の
日
本
国
民
が
生
命

を
失
い
、
傷
つ
き
、
病
に
倒
れ
ま
し
た
。（
中
略
）
私
た
ち
は
、
こ
の
十
五
年
戦
争
を
冷
静
に
、
謙

虚
に
か
え
り
み
る
こ
と
を
通
し
て
、
世
界
の
平
和
恒
久
達
成
の
た
め
に
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
か
な
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け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

明
ら
か
に
、「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
は
、
大
阪
の
被
害
状
況
を
、
よ
り
客
観
的
な
視
点
に
立
っ
て
紹
介
し
、

戦
時
下
の
国
民
の
生
活
を
再
現
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の
加
害
行
為
を
明
確
に
し
、
反
省
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

確
か
に
、
平
和
博
物
館
の
目
的
は
、
戦
争
が
人
間
社
会
に
多
大
な
損
害
を
与
え
、
世
界
の
平
和
に
脅
威

を
与
え
る
事
実
を
訴
え
る
こ
と
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
過
去
の
教
訓
に
学
び
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の

尊
さ
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
と
い
う
、
平
和
の
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
で
は
、「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
で
は
、
過
去
の
戦
争
を
直
視
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

展
示
室
Ｂ
で
は
、
一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
の
柳
条
湖
事
件
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
を
軸
に
、
戦
争
の
空
間
的
拡
大
、
お
よ
び
十
五
年
に
わ
た
る
戦
争
の
時
間
的
な
推
移
を

示
し
て
い
る
。
具
体
的
に
、「
日
本
の
大
陸
侵
略
―
―
中
国
」「
朝
鮮
半
島
の
植
民
地
化
」「
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
の
受
難
」「
太
平
洋
地
域
」「
敗
戦
ま
で
の
日
々
、
沖
縄
・
広
島
・
長
崎
」
と
い
っ
た
展
示
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
日
本
の
加
害
者
と
し
て
の
側
面
を
明
ら
か
に
し
、
日
中
戦
争
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
し
て
い

る
。「
満
洲
国
」
の
支
配
を
紹
介
す
る
際
に
は
、「
満
蒙
開
拓
団
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
」
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
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と
同
時
に
、
加
害
者
と
し
て
の
側
面
を
示
す
写
真
資
料
も
並
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
平
頂
山
虐
殺
事
件
、

南
京
大
虐
殺
事
件
、
七
三
一
部
隊
の
人
体
実
験
、
強
制
連
行
と
強
制
労
働
な
ど
の
写
真
資
料
が
展
示
さ
れ
、

日
本
の
加
害
行
為
を
厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵
略
と
植
民
地
支
配
の
生
々
し
い
歴
史

を
直
視
し
た
う
え
で
、
被
害
者
の
立
場
か
ら
原
爆
の
恐
怖
や
沖
縄
戦
の
悲
惨
さ
を
位
置
付
け
て
い
る
。
さ

ら
に
最
後
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
非
人
道
的
犯
罪
行
為
を
明
ら
か
に
し
、
全
体
と
し
て

戦
争
の
残
酷
さ
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
は
、
自
国
の
悪
の
歴
史
を
自
ら
直
視
し
、
反
省
す
る
こ
と
で
、
自
国
を
非
難
す

る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
自
国
を
客
観
的
に
批
判
で
き
る
こ
と
が
、
そ
の
社
会
の
精
神
的
、

知
的
能
力
の
高
さ
の
証
左
で
あ
り
、
そ
の
国
の
誇
り
の
源
と
な
る
。
南
京
大
虐
殺
事
件
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
旧
日
本
軍
の
残
虐
行
為
に
つ
い
て
、「（
中
国
人
の
）
死
体
は
焼
き
捨
て
ら
れ
た
り
、
揚
子
江
に
投

げ
こ
ま
れ
た
り
し
て
処
分
さ
れ
た
」
と
解
説
し
て
い
る
。「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
が
、
自
国
の
歴
史
の
汚

点
を
隠
し
た
り
、
ご
ま
か
し
た
り
す
る
よ
り
も
、
自
ら
そ
の
事
実
を
直
視
・
反
省
す
る
こ
と
で
、
国
際
社

会
の
平
和
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
は
、
過
去
を
反
省
し
た
う
え
で
、
現
在
の
日
本

が
世
界
の
平
和
の
た
め
何
を
す
べ
き
か
を
問
い
か
け
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
和
解
へ
の
道
を
探
っ
て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
は
、
大
阪
の
戦
争
被
害
者
に
対
す
る
追
悼
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
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日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
す
べ
て
の
人
々
に
対
す

る
追
悼
の
場
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
歴

史
博
物
館
の
中
で
も
、
画
期
的
な
取
り
組
み
で

あ
り
、
日
本
の
平
和
博
物
館
が
抱
え
る
問
題
を

乗
り
越
え
る
成
果
で
も
あ
る
。
総
じ
て
「
ピ
ー

ス
お
お
さ
か
」
は
、
日
本
に
お
い
て
非
常
に
革

新
的
な
平
和
博
物
館
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
戦
後
五
〇
周
年
に
当
た
り
、
戦
争

体
験
を
ど
の
よ
う
に
次
の
世
代
に
伝
え
る
か
が
、

日
本
社
会
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。「
ピ
ー

ス
お
お
さ
か
」
で
の
戦
争
展
示
、
特
に
南
京
大

虐
殺
事
件
の
加
害
行
為
展
示
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、

激
し
い
論
争
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ

の
問
題
は
、
日
中
関
係
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
が（

24
）、

別
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
加
害
の
戦
争
体
験
を
展
示
し
て
い
る
「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
は
き
わ
め
て
革

新
的
な
博
物
館
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
大
阪
府
政
・
市
政
の
改
革
に
伴
い
、
予
算
が
年
々
削
減
さ
れ

図 11　�「ピースおおさか」館内の教科書展示の一角。
日本と中国の歴史教科書を紹介するこのコー
ナーでは、日中両国の教科書の中で南京大虐
殺事件がどのように書かれているかを比較し、
両国の歴史認識の相違を示している（筆者撮
影）



55 東アジアにおける記憶の共有の模索

て
お
り
、
今
は
存
続
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
新
し
く
当
選
し
た
橋
下
徹
市
長
は
、
二
〇
一
二
年
五
月

の
大
阪
府
市
統
合
本
部
会
議
で
、「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
を
含
む
幅
広

い
専
門
家
の
意
見
を
紹
介
し
、「
極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
東
京
裁
判
）
や
第
二
次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
る
場
を
提
供
す
る
」
と
い
う
「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
を
発
表
し
た（

25
）。

そ

う
し
た
動
き
が
あ
る
中
、
真
の
世
界
平
和
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
近
現
代
史
を
学
べ
る
総
合
施
設
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、「
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
」
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
か
は

再
び
注
目
を
集
め
る
だ
ろ
う
。

む
す
び
に
―
―
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
共
同
体
の
構
築
―
記
憶
の
共
有
を
通
し
て

　

二
〇
世
紀
は
、
人
類
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
、
お
び
た
だ
し
い
暴
力
と
破
壊
の
世

紀
で
あ
っ
た
。
二
一
世
紀
に
平
和
を
築
く
た
め
に
は
、
世
界
戦
争
の
時
代
で
あ
っ
た
二
〇
世
紀
の
歴
史
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
進
み
、
相
互

の
結
び
つ
き
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
時
代
に
お
い
て
、
共
通
の
歴
史
認
識
を
築
く
こ
と

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

　

人
と
も
の
、
人
と
人
と
が
実
際
に
出
会
う
こ
と
の
で
き
る
博
物
館
と
い
う
空
間
は
、
異
な
る
価
値
観
、
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異
な
る
歴
史
観
に
基
づ
く
世
界
の
表
象
を
ぶ
つ
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
空
間
で
も
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た

よ
う
に
、博
物
館
は
、「
記
憶
の
共
同
体
」を
作
り
上
げ
る
装
置
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。記
憶
の「
共

同
体
」
が
人
々
の
共
通
の
体
験
、
共
通
の
理
解
の
上
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

継
承
さ
れ
る
戦
争
の
体
験
や
戦
争
の
記
憶
は
、
国
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
。
中
国
と
日
本
の
戦
争
と
平

和
博
物
館
の
関
係
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
体
験
や
記
憶
を
持
つ
両
国
の
国
民
が
国
境
を
超
え
る

「
記
憶
の
共
同
体
」
を
築
く
こ
と
は
、確
か
に
難
し
い
。
し
か
し
、た
と
え
、さ
ま
ざ
ま
な
「
記
憶
」
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
隣
人
と
共
生
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
未
来
の
た
め
に
、
今
か
ら
「
共
通
の
戦
争
体
験
の
記

憶
」
を
築
く
こ
と
は
き
わ
め
て
大
切
で
あ
る
。
共
通
の
記
憶
が
あ
れ
ば
、
文
化
や
言
語
や
歴
史
が
異
な
っ

て
い
て
も
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
道
が
開
か
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

日
中
両
国
の
戦
争
観
や
歴
史
認
識
の
乖
離
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
、
お
互
い
の
相
違
を
許

容
し
て
い
く
ス
タ
ン
ス
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
を
許
容
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
和
解
へ
の
道

が
開
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
記
憶
や
歴
史
認
識
の
共
有
と
は
、
同
一
の
歴
史
認
識
を
持
つ
と
い
う
こ
と

で
は
決
し
て
な
い
。
異
な
る
歴
史
認
識
を
相
互
に
認
め
合
い
、
知
識
や
情
報
や
歴
史
的
事
実
を
公
開
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
相
違
か
ら
生
じ
る
誤
解
や
偏
見
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
信
頼
関
係
の
醸
成
は
、
記
憶
や
歴
史
認
識
を
共
有
す
る
作
業
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
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戦
後
五
〇
周
年
に
当
た
り
、
毎
日

新
聞
社
は
二
〇
～
三
〇
代
の
若
者
に

対
し
て
世
論
調
査
を
行
っ
た
。
第
二

次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
学
校
内
で
学

ん
だ
こ
と
を
尋
ね
る
問
い
に
対
し
て

は
、「
原
爆
」「
空
襲
」「
疎
開
生
活
」

な
ど
、
被
害
者
体
験
が
比
較
的
上
位

を
占
め
た
。
逆
に
学
校
外
で
は
「
従

軍
慰
安
婦
」「
七
三
一
部
隊
」「
侵
略
・

植
民
地
戦
争
」
な
ど
、
加
害
者
と
し

て
の
歴
史
が
上
位
に
並
ん
だ（

26
）。

一
方
、

朝
日
新
聞
社
の
世
論
調
査
で
、「
過
去

の
戦
争
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と

答
え
た
の
は
、
日
本
側
が
九
割
、
中

国
側
が
八
割
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

「
戦
争
の
償
い
」
に
つ
い
て
は
、
日
中

図 12　�「和平祈念碑」が語る日中両国の願い。2000 年 8 月 11 日、
平頂山虐殺事件の犠牲者の霊を慰め、平和の尊さをかみ
しめるために、日本の民間団体が、虐殺事件の現場であ
る平頂山の山頂で、この「和平祈念碑」（平和記念碑）
を中国側に手渡した。日本国民が過去の戦争を深く反省
し、世界恒久平和の実現を願って捧げられたものと言え
る（筆者撮影）
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両
国
と
も
に
、
六
割
以
上
が
「
十
分
で
は
な
い
」
と
問
題
視
し
て
い
る（

27
）。

戦
争
の
体
験
や
教
訓
を
重
視

す
る
考
え
が
、
戦
後
、
日
中
両
国
民
の
意
識
の
中
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
過
去
の
出
来
事
に
対
す
る
歴
史
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
努
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
知

的
共
同
体
を
構
築
す
る
に
は
、日
中
両
国
が
、政
府
レ
ベ
ル
・
市
民
レ
ベ
ル
で
、そ
の
障
害
を
取
り
除
き
、「
負

の
遺
産
」
と
し
て
残
さ
れ
た
歴
史
の
葛
藤
を
克
服
し
、
歴
史
の
和
解
を
実
現
さ
せ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
欠

か
せ
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
戦
争
の
体
験
や
教
訓
を
ど
の
よ
う
に
後
世
に
伝
え
て
い
く
か
、
ま
た
日
中

両
国
の
若
い
世
代
が
共
通
の
歴
史
認
識
を
持
つ
こ
と
は
、
二
一
世
紀
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
生
き
る

者
に
と
っ
て
解
決
し
て
お
く
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

＊�

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
一
〇
日
に
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
た
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
東
ア
ジ

ア
近
代
史
に
お
け
る
『
記
憶
と
記
念
』（“M

em
ory  and Com

m
em
oration ” in the M

odern H
istory of East 

A
sia

）」
で
の
講
演
内
容
に
基
づ
き
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
松
田
利
彦
先
生
お
よ
び
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
関
係
各
位
に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
研
究
を
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
公
益
財
団
法
人
三
島

海
曇
記
念
財
団
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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注

（
1
）　

戦
後
五
〇
周
年
に
当
た
る
一
九
九
五
年
、ア
メ
リ
カ
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
国
立
航
空
宇
宙
博
物
館
（Sm

ithsonian 
N

ational A
ir and Space M

useum

）
に
お
い
て
、
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
の
展
示
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
の
Ｂ
29
爆
撃
機
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
号
と
と
も
に
、
原
爆
投
下
に
よ
る
広
島
・
長
崎
の
惨
状
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て

展
示
す
る
企
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
保
守
派
の
人
々
、
特
に
退
役
軍
人
が
「
反
米
的
だ
」
と
博
物
館
を
非
難
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
大
き
な
論
争
が
起
き
た
。
こ
の
展
示
企
画
に
対
す
る
圧
力
が
最
も
強
か
っ
た

の
は
、
九
四
年
秋
の
中
間
選
挙
で
共
和
党
が
大
勝
し
た
後
で
あ
り
、
そ
の
予
算
の
八
割
近
く
を
連
邦
政
府
に
依
存

し
て
い
る
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
は
、
自
ら
の
知
的
独
立
性
を
守
り
き
れ
な
か
っ
た
。

（
2
）　
「
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
号
」論
争
に
関
し
て
は
、ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
多
く
の
研
究
が
あ
る
。た
と
え
ば
、Waldo H

enrichs. 
“T

he  Enola  Gay  and  Contested  Public  M
em

ory. ” M
arc  Callicchio,  ed.  T

he U
npredictability of the 

Past: M
em

ories of the A
sia-Pacific W

ar in U
.S.-E

ast A
sian R

elations 

（D
uke U

niversity Press, 
2007

）, pp. 201

―33; M
ichael J. H

ogan. “T
he  Enola Gay Controversy: H

istory, M
em

ory, and the 
Politics of Presentation. ” M

ichael J. H
ogan, ed. H

iroshim
a in H

istory and M
em

ory 

（Cam
bridge 

U
niversity  Press,  1996

）, pp. 200

―32; and Edw
ard T

. Linenthal and T
om

 Engelhardt, eds. 
H

istory W
ars: T

he E
nola G

ay and O
ther Battles for the A

m
erican Past 

（N
ew

 Y
ork: H

enry H
olt 

and Com
pany, 1996

）
な
ど
が
あ
る
。 

（
3
）　

油
井
大
三
郎
『
日
米
戦
争
観
の
相
克
―
―
摩
擦
の
深
層
心
理
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）、
三
～
一
二
頁
。
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（
4
）　
『
中
国
文
化
報
』
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
。

（
5
）　

平
頂
山
虐
殺
事
件
は
、
旧
日
本
軍
が
、
一
九
三
二
年
九
月
一
七
日
に
東
北
地
域
の
遼
寧
省
撫
順
市
郊
外
の
平
頂

山
村
で
、
中
国
人
村
民
約
三
千
人
を
皆
殺
し
に
し
た
惨
劇
で
あ
る
。
厳
し
い
報
道
管
制
が
敷
か
れ
、
こ
の
虐
殺
事

件
は
秘
匿
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
惨
劇
の
中
で
、
死
体
の
山
に
埋
も
れ
、
夜
に
な
っ
て
脱
出
に
成
功
し
た
人
た

ち
が
い
た
。
一
九
九
一
年
の
調
査
で
三
〇
名
、
大
部
分
が
子
ど
も
で
あ
っ
た
。

　
　
　

平
頂
山
虐
殺
事
件
に
つ
い
て
は
、
本
多
勝
一
『
中
国
の
旅
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
）
を
見
よ
。
ま
た
、

石
上
正
夫
『
平
頂
山
事
件
―
―
消
え
た
中
国
の
村
』（
青
木
書
店
、
一
九
九
一
年
）
も
参
照
。

（
6
）　
『
月
刊
世
論
調
査
』
平
成
一
三
年
五
月
、
六
九
頁
。

（
7
）　

劉
文
兵
『
中
国
一
〇
億
人
の
日
本
映
画
熱
愛
史
―
―
高
倉
健
・
山
口
百
恵
か
ら
キ
ム
タ
ク
、
ア
ニ
メ
ま
で
』（
集

英
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
8
）　
『
人
民
日
報
』
一
九
八
五
年
八
月
一
七
日
。

（
9
）　

林
博
史
『
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
裁
判
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）、
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
。

（
10
）　
『
人
民
日
報
』
一
九
九
一
年
七
月
二
日
。

（
11
）　
『
光
明
日
報
』
一
九
九
一
年
九
月
一
八
日
。

（
12
）　
『
光
明
日
報
』
一
九
九
一
年
九
月
一
九
日
。

（
13
）　
『
人
民
日
報
』
一
九
九
七
年
六
月
一
一
日
。

（
14
）　

一
九
九
七
年
、
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
ア
イ
リ
ス
・
チ
ャ
ン
は
、
南
京
大
虐
殺
事
件
と
そ
の
後
の
日
中
歴
史
認

識
問
題
に
つ
い
て
本
を
出
版
し
た
（Iris Chang. T

he R
ape of N

anking: T
he Forgotten H

olocaust of 
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W
orld W

ar II. N
ew

 Y
ork: K

nopf, 1997

）。
そ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
戦
争
責
任
・
加
害
責
任
を
め
ぐ
る
古
く

か
ら
あ
る
論
争
が
再
燃
し
た
。

　
　
　

南
京
大
虐
殺
事
件
に
対
す
る
中
国
側
の
感
情
記
憶
に
つ
い
て
は
、孫
歌
「
日
中
戦
争
感
情
と
記
憶
の
構
図
」（
坂

井
洋
史
訳
、『
世
界
』
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
一
五
八
～
一
七
〇
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
南
京
大
虐
殺
事
件
に
お

け
る
記
憶
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
は
、Joshua A

. Fogel, ed. T
he N

anking M
assacre in H

istory and 
H

istoriography （Berkeley: U
niversity of California Press, 2000

）を
参
照
せ
よ
。
ま
た
、笠
原
十
九
司『
南

京
事
件
と
日
本
人
―
―
戦
争
の
記
憶
を
め
ぐ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
二

年
）、
お
よ
び
笠
原
十
九
司
・
吉
田
裕
『
現
代
歴
史
と
南
京
事
件
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
も
参
照
。

（
15
）　
『
南
京
日
報
』
二
〇
〇
四
年
二
月
二
四
日
。

　
　
　

入
館
者
数
に
つ
い
て
は
、「
南
京
大
屠
杀
遇
难
同
胞
纪
念
馆
接
待
観
衆
超
過
二
五
〇
〇
万
人
次
」、
二
〇
一
〇
年

七
月
七
日
の
新
華
網
〈http://society.people.com

.cn/GB/12080552.htm
l

〉
に
よ
る
。

（
16
）　

南
京
大
虐
殺
に
関
す
る
中
国
側
の
近
年
の
主
な
研
究
は
、
張
連
紅
「
南
京
大
屠
杀
遇
难
人
口
的
構
成
」『
南
京

師
範
大
学
学
報
』（
社
会
科
学
版
、
二
〇
〇
七
年
第
六
期
）、「
中
日
両
国
南
京
大
屠
杀
研
究
的
回
顧
与
思
考
」『
南

京
大
学
学
報
』（
人
文
社
会
科
学
版
、
二
〇
〇
七
年
第
一
期
）、
お
よ
び
孫
宅
巍
「
南
京
大
屠
杀
遇
难
者
尸
体
掩
埋

史
料
評
介
」『
抗
日
戦
争
研
究
』（
二
〇
〇
五
年
第
四
期
）、と
「
新
発
現
南
京
大
屠
杀
埋
尸
資
料
的
重
要
価
値
」『
抗

日
戦
争
研
究
』（
二
〇
〇
七
年
第
四
期
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
17
）　

近
年
で
は
、
南
京
大
虐
殺
否
定
論
と
し
て
、 

名
古
屋
市
長
河
村
た
か
し
の
発
言
が
あ
る
。
二
〇
一
二
年
二
月

二
〇
日
に
、
河
村
市
長
は
「
南
京
事
件
は
な
か
っ
た
」
と
発
言
し
た
。
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（
18
）　

入
館
者
数
に
つ
い
て
は
、
記
念
館
の
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
。〈http://w
w

w
.1937china.com

/

〉

（
19
）　

油
井
大
三
郎
『
未
完
の
戦
争
改
革
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）、
二
八
五
頁
。

（
20
）　

吉
田
裕
『
日
本
人
の
戦
争
観
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）、
一
二
五
頁
。

（
21
）　

戦
後
日
本
人
の
被
害
者
認
識
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、Jam

es J. O
rr. T

he V
ictim

s as H
ero: 

Ideologies of Peace and N
ational Identity in Postw

ar Japan 

（U
niversity of H

aw
ai ‘i Press, 2001

）

を
見
よ
。

（
22
）　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
の
入
館
者
数
に
つ
い
て
は
、「
平
成
二
二
年
四
月
一
三
日
記
者
発
表
―
―
広
島
平
和
記

念
資
料
館
の
入
館
者
等
の
概
況
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。

　
　
　
〈http://w

w
w

.city.hiroshim
a.lg.jp/w

w
w

/contents/0000000000000/1271720896272/index.htm
l

〉

　
　
　

長
崎
原
爆
資
料
館
の
入
館
者
数
に
つ
い
て
は
、
資
料
館
の
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
。

　
　
　
〈http://w

w
w

1.city.nagasaki.nagasaki.jp/peace/japanese/abm
/gosenm

an.htm
l

〉

（
23
）　
『
毎
日
新
聞
』
一
九
八
六
年
九
月
四
日
。

（
24
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
馬
暁
華
「
記
憶
の
戦
い
―
―
日
中
米
三
国
に
お
け
る
戦
争
博
物
館
の
比
較
研
究
」
細

谷
千
博
・
入
江
昭
・
大
芝
亮
編
『
記
憶
と
し
て
の
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）、

三
八
〇
～
三
八
四
頁
を
参
照
。

（
25
）　
「
近
現
代
史
“
多
面
的
に
学
ん
で
”」『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
五
月
三
〇
日
、
第
一
四
版
。

（
26
）　
『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
五
年
八
月
一
五
日
。

（
27
）　

こ
の
統
計
は
、
朝
日
新
聞
社
が
一
九
九
四
年
末
と
一
九
九
五
年
六
月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
世
論
調
査
を
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基
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
五
年
一
月
一
日
、
一
九
九
五
年
八
月
一
三
日
。
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コ
メ
ン
ト
　
日
本
人
の
戦
争
認
識

　

松
田　

利
彦

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
図
に
つ
い
て
ま
ず
お
話
し
し
て
お
き
ま
す
。
韓
国
か
ら
お
見
え
に
な
ら
れ
た

都
珍
淳
先
生
は
、
歴
史
的
記
念
物
・
史
跡
の
表
象
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
お
り
、
今
回
お
話

し
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
以
前
日
文
研
の
共
同
研
究
会
（「
日
本
植
民
地
の
法
制

度
の
形
成
と
展
開
に
関
す
る
構
造
的
研
究
」代
表
：
浅
野
豊
美
）で
ご
一
緒
し
た
馬
暁
華
先
生
と
お
二
人
で
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
組
ん
で
い
た
だ
い
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
考
え
が
真
っ
先
に
浮
か
び
ま
し
た
。
馬
先
生
が
日
中

米
三
国
の
戦
争
博
物
館
の
比
較
研
究
を
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
存
じ
上
げ
て
い
た
か
ら
で
す
。
お
二
人
の

ご
報
告
を
併
せ
て
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
戦
争
の
記
録
と
記
憶
に
つ
い
て
多
面
的
に
理
解
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

本
日
は
、
都
珍
淳
先
生
に
は
、
日
韓
の
み
な
ら
ず
中
国
も
視
野
に
入
れ
て
、
戦
争
が
今
ど
の
よ
う
に
記

憶
さ
れ
記
念
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
問
題
点
は
何
か
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

馬
暁
華
先
生
は
、
日
中
の
博
物
館
の
流
れ
を
通
じ
て
相
互
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、
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大
変
身
に
つ
ま
さ
れ
る
お
話
で
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

主
催
者
か
ら
は
、
事
前
に
、
都
先
生
・
馬
先
生
に
続
い
て
三
人
目
の
話
者
の
つ
も
り
で
コ
メ
ン
ト
す
る

よ
う
仰
せ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
と
て
も
お
二
人
の
先
生
の
よ
う
に
立
派
な
お
話
し
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
議
論
の
交
通
整
理
を
か
ね
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
二
人
の
話
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

日
本
と
韓
国
、
あ
る
い
は
日
本
と
中
国
の
水
平
方
向
の
比
較
で
し
た
が
、
私
は
、
日
本
人
の
戦
争
認
識
・

戦
争
観
（
第
二
次
世
界
大
戦
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
）
が
ど
の
よ
う
な
時
代
的
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
の
か
と

い
う
垂
直
方
向
の
お
話
し
を
し
て
、
お
二
人
の
ご
報
告
の
理
解
を
深
め
る
一
助
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
お
二
人
に
一
つ
ず
つ
質
問
を
投
げ
掛
け
る
と
い
う
順
序
で
進
め
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
占
領
期
（
一
九
四
五
～
五
一
年
）
の
戦
争
観
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
現
れ
た
戦

争
認
識
と
し
て
第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
ま
ず
民
間
人
と
し
て
銃
後
で
否
応
な
し
に
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
た
と
い
う
「
被
害
者
意
識
」
で
し
た
。
戦
場
に
お
け
る
戦
争
そ
の
も
の
よ
り
も
、
日
本
本
土
で
多
く
の

人
々
が
経
験
し
た
戦
時
の
悲
惨
な
暮
ら
し
や
戦
争
末
期
に
日
本
の
主
要
都
市
を
焦
土
と
化
し
た
空
襲
が
戦

争
の
記
憶
と
し
て
焼
き
付
い
て
い
た
の
で
す
。
戦
後
初
期
の
代
表
的
な
戦
争
文
学
た
る
壺
井
栄
『
二
十
四

の
瞳
』（
一
九
五
二
年
刊
）
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
母
親
や
子
ど
も
に
被
害
を
受
け
た
女
教
師
を
主
人
公
と
し

て
い
ま
す
が
、
彼
女
は
、
戦
争
は
、
市
井
の
人
々
を
「
悪
夢
」
の
よ
う
に
逃
れ
難
く
「
追
い
ま
わ
す
」
も

の
だ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
は
生
活
共
同
体
の
外
部
か
ら
や
っ
て
き
た
不
可
抗
力
だ
っ
た
の
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で
す
。

　

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
被
害
者
意
識
と
表
裏
一
体
だ
っ
た
の
が
、
戦
争
責
任
は
、
日
本
国
民
を
欺
き
苦

難
を
強
い
た
戦
争
指
導
者
・
軍
部
に
あ
る
と
い
う
認
識
で
し
た
。
十
五
年
戦
争
期
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
が

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
大
衆
運
動
か
ら
形
成
さ
れ
た
の
で
な
く
、
独
自
の
政
治
勢
力
と
し
て
台
頭
し

た
軍
部
（
特
に
陸
軍
）
を
中
心
に
構
築
さ
れ
た
こ
と
は
、
戦
後
日
本
社
会
に
お
い
て
こ
の
時
代
を
「
軍
部

独
裁
」
の
時
代
と
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
直
後
か
ら
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
類
に
は
こ
の
種

の
認
識
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

第
三
に
、
ア
ジ
ア
に
対
し
て
は
忘
却
な
い
し
優
越
感
や
蔑
視
が
色
濃
く
残
存
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
は
、

ア
メ
リ
カ
の
巨
大
な
軍
事
力
に
よ
っ
て
本
土
に
莫
大
な
被
害
を
受
け
た
た
め
に
、
日
米
戦
争
中
も
多
く
の

日
本
軍
が
交
戦
し
て
い
た
中
国
の
力
量
は
と
も
す
れ
ば
忘
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期

の
ア
ジ
ア
を
描
い
た
有
名
な
小
説
と
し
て
竹
山
道
雄
『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』（
一
九
四
八
年
刊
）
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
に
現
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
日
本
人
に
徹
底
し
て
恭
順
で
主
体
性
を
欠
い
た
未
開
人
と
し
て

し
か
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
意
識
が
大
き
く
変
わ
る
の
は
、
一
九
五
一
年
に
占
領
が
終
わ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

条
約
に
よ
っ
て
日
本
が
独
立
を
回
復
し
た
時
期
で
す
。
こ
の
時
期
の
日
本
人
の
戦
争
認
識
の
特
徴
と
し
て

は
、
第
一
に
、
講
和
条
約
調
印
と
と
も
に
、
占
領
下
で
抑
え
付
け
ら
れ
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
日
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本
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
噴
出
し
始
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
街
頭
で
は
「
軍
艦
マ
ー
チ
」
を
は

じ
め
と
す
る
軍
歌
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

第
二
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
広
島
と
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
の
記
憶
が
こ
の
時
期
あ
ら

た
め
て
喚
起
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
る
死
者
は
二
四
万
人
に
及
び
ま
す
（
戦

時
中
の
労
務
・
兵
力
動
員
な
ど
に
よ
っ
て
広
島
に
来
て
い
た
朝
鮮
人
約
七
万
人
も
含
ま
れ
ま
す
）。
占
領
期
、
原

爆
被
害
の
公
表
で
日
本
人
の
復
讐
心
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
、
新
聞
・
雑
誌
・
放
送
の

検
閲
を
通
じ
て
言
論
統
制
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
必
ず
し
も
こ
の
問
題
は
国
民
の
大
き
な
関
心
を
呼
ん

で
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
爆
へ
の
関
心
を
呼
び
覚
ま
し
た
の
は
、
一
九
五
四
年
に
起
こ
っ
た
第
五
福
竜

丸
事
件
で
し
た
。
全
国
に
原
水
爆
禁
止
署
名
運
動
が
広
ま
り
、
広
島
で
は
、
馬
暁
華
先
生
の
ご
発
表
に
も

出
て
き
た
平
和
記
念
資
料
館
が
開
館
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
こ
の
時
期
、
一
九
五
五
年
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
日
本
は
、
六
〇
年
代
～
七
〇
年
代
に
か
け
高
度
成
長
へ
の
道
を
突
き
進
み
ま
す
。
経
済
成
長
に

対
す
る
自
信
に
支
え
ら
れ
て
、
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
肯
定
す
る
議
論
が
現
れ
ま
す
。
そ
の
幅
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
も
っ
と
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
で
社
会
的
影
響
力
も
強
か
っ
た
の
は
、
戦
前
に
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
者
か
ら
転
向
し
た
林
房
雄
が
『
中
央
公
論
』
に
発
表
し
た
「
大
東
亜
戦
争
肯
定
論
」
で
し
ょ

う
。
林
は
、「
大
東
亜
戦
争
」
は
「
本
質
に
お
い
て
は
解
放
戦
争
」
と
い
う
大
義
名
分
を
持
っ
て
い
た
と

し
、
今
日
に
至
る
ま
で
保
守
系
論
客
の
主
張
の
原
型
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
も
う
少
し
緩
や



68

か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
、
高
度
成
長
期
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
再
生
を
示
し
た
の
は
、『
少
年
マ
ガ

ジ
ン
』『
少
年
サ
ン
デ
ー
』
な
ど
の
少
年
雑
誌
に
広
が
っ
た
「
戦
記
も
の
」
マ
ン
ガ
で
し
た
。
た
だ
多
く

の
漫
画
に
は
、
肯
定
・
否
定
の
い
ず
れ
に
せ
よ
確
固
と
し
た
戦
争
観
は
見
出
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
都
珍
淳

先
生
の
お
話
に
出
て
き
た
司
馬
遼
太
郎
の
作
品
も
こ
の
時
代
に
産
み
落
と
さ
れ
た
も
の
で
す
。
幕
末
か
ら

明
治
期
を
主
要
な
舞
台
と
し
た
司
馬
の
歴
史
小
説
の
中
で
も
代
表
作
と
さ
れ
る
『
坂
の
上
の
雲
』
が
サ
ン

ケ
イ
新
聞
に
連
載
さ
れ
刊
行
さ
れ
始
め
た
の
は
一
九
六
九
年
で
し
た
。
私
自
身
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

こ
の
小
説
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
蘊う

ん
ち
く蓄
に
や
や
辟
易
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
国
民
作
家
と
し
て
幅

広
く
支
持
を
集
め
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
松
山
出
身
の
軍
人
兄
弟
と
文
学
者
三
人
を
軸
に

日
露
戦
争
を
描
い
た
こ
の
作
品
に
対
し
、経
済
史
学
者
の
中
村
隆
英
氏
が
書
か
れ
た『
昭
和
史
』第
Ⅱ
巻（
東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
三
年
）
は
、「
こ
の
時
代
［
明
治
中
・
後
期
―
筆
者
注
］
の
庶
民
の
素
朴
で
健
康
的

な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
、
自
信
を
も
っ
て
う
た
い
あ
げ
」
た
と
評
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
多
く
の
司
馬
作

品
愛
読
者
の
実
感
も
そ
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
都
珍
淳
先
生
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

こ
こ
で
賛
美
さ
れ
た
明
治
の
思
想
の
延
長
に
朝
鮮
へ
の
侵
略
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
司
馬
作
品

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
「
健
康
的
」
と
言
い
き
っ
て
よ
い
の
か
疑
問
も
残
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
日
本
人
の
戦
争
観
を
揺
る
が
し
た
歴
史
的
事
件
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
あ
り
ま
す
。

米
軍
機
が
日
本
の
基
地
か
ら
飛
び
立
つ
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
高
度
成
長
後
半
期
か
ら
は
、
自
ら
戦
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争
に
手
を
染
め
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
人
々
の
中
か
ら
、
十
五
年
戦
争
の
侵
略
性
や
加
害

性
を
直
視
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
現
れ
て
き
ま
す
（
家
永
三
郎
『
太
平
洋
戦
争
』
一
九
六
八
年
、本
多
勝
一
「
中

国
の
旅
」
一
九
七
一
年
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
）。

　

こ
の
よ
う
な
加
害
者
と
し
て
の
日
本
人
と
い
う
問
題
は
八
〇
年
代
に
は
、
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
か
ら
の
批

判
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
国
際
関
係
の
枠
組
み
の
中
で
深
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
馬
暁
華
先

生
の
ご
発
表
で
も
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
八
二
年
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
高
校
用
教
科
書
の
検

定
に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
が
日
本
の
対
外
侵
略
を
「
進
出
」、
朝
鮮
三
・
一
独
立
運
動
を
「
暴
動
」
な
ど

と
書
き
直
さ
せ
て
い
た
事
実
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
・
韓
国
は
外
交
ル
ー

ト
を
通
じ
て
日
本
政
府
に
抗
議
し
、
ソ
ウ
ル
で
は
大
規
模
な
抗
議
デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、「
教
科
書
問
題
」
を
契
機
に
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
国
際
的
な
視
線
に
晒
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
日
本
政
府
も
従
来
の
政
策
を
押
し
通
す
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
は
教
科
書
検
定
基
準
を
改
定
し
て
、
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
配
慮
を
求
め
る
い
わ
ゆ
る
「
近

隣
諸
国
条
項
」
を
設
け
ま
し
た
。
中
曽
根
康
弘
首
相
は
、
八
五
年
に
戦
後
の
首
相
と
し
て
初
め
て
靖
国
神

社
を
公
式
参
拝
し
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
強
い
反
発
を
受
け
ま
し
た
が
、
翌
年
に
は
公
式
参
拝
を
見
送
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
認
識
問
題
の
国
際
化
は
、
九
〇
年
以
来
韓
国
の
官
民
が
進
め
て
い
る
「
従
軍

慰
安
婦
」
に
つ
い
て
の
真
相
究
明
と
謝
罪
・
補
償
を
求
め
る
運
動
や
、
二
〇
〇
一
年
以
来
の
小
泉
純
一
郎
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首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
と
中
国
・
韓
国
の
反
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

八
〇
年
代
以
降
は
、
歴
史
認
識
問
題
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
の
中
、
大
衆
レ
ベ
ル
で
も
新
た
な
戦
争
観

が
台
頭
し
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
天
皇
や
海
軍
を
再
評
価
し
よ
う
と
い
う
史
観
で
す
。
す
な
わ
ち
、
戦

時
中
の
昭
和
天
皇
や
そ
の
側
近
た
る
宮
中
関
係
者
の
思
想
と
行
動
を
、
む
し
ろ
国
際
協
調
路
線
の
も
と
平

和
主
義
を
追
求
し
た
と
評
価
し
よ
う
と
す
る
歴
史
観
で
す
。
一
面
真
実
と
一
面
単
純
化
を
含
む
考
え
方
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
歴
史
観
が
正
面
切
っ
て
の
「
大
東
亜
戦
争
肯
定
論
」
と
は
両
立
し
難
い
性
格

を
持
つ
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
天
皇
・
宮
中
グ
ル
ー
プ
や
海
軍
の
平
和
主
義

的
性
格
を
賛
美
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
彼
ら
が
反
対
し
た
と
さ
れ
る
戦
争
は
大
義
名
分
を
欠
く
戦
争
だ
っ
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
た
め
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
保
守
論
壇
は
、
従
来
の
「
大
東
亜
戦
争
肯
定
論
」

を
声
高
に
叫
ぶ
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
東
京
裁
判
の
正
当
性
を
批
判
し
た
り
戦
争
被
害
者
の
証
言
の
信
憑
性

を
否
定
し
た
り
す
る
な
ど
、
侵
略
戦
争
論
の
根
拠
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
日
本
人
の
戦
争
認
識
・
歴
史
認
識
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
国
家
レ
ベ
ル
で
統
合
さ

れ
た
公
的
記
憶
（public m

em
ory

）
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
八
〇
年
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
日
本
人
の
歴
史
認
識
は
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
批
判
を
受
け
、

あ
る
意
味
で
は
鍛
え
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
加
害
者
意
識
は
国
民
の
中
に
定
着
し
つ
つ
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あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
四
月
に
行
わ
れ
た
朝
日
新
聞
の
世
論
調
査
で
は
、「
韓
国
に
対
す

る
植
民
地
支
配
や
中
国
と
の
戦
争
な
ど
、
過
去
の
歴
史
の
問
題
は
、
日
韓
関
係
や
日
中
関
係
に
お
い
て
ど

の
程
度
重
要
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
設
問
に
対
し
て
は
、「
と
て
も
重
要
だ
」
と
「
あ
る
程
度
重
要
だ
」

が
多
数
派
（
七
割
以
上
）
を
占
め
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
相
当
の
無
関
心
層
が
い
る
こ
と
も
窺
わ

れ
ま
す
が
）。

　

他
方
で
、「
大
東
亜
戦
争
肯
定
論
」
を
一
方
の
極
に
持
つ
よ
う
な
考
え
方
の
人
々
も
い
ま
す
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
教
科
書
問
題
や
靖
国
神
社
参
拝
問
題
な
ど
戦
争
の
記
憶
と
深
く
関
わ
る
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、

日
本
人
の
中
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
議
論
が
提
出
さ
れ
続
け
て
お
り
、
多
様
な
議
論
の
両
端
で
は
お

よ
そ
対
話
不
可
能
な
ほ
ど
分
裂
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
し
ょ
う
。
加
藤
典
洋
氏
は
、
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
『
敗
戦
後
論
』（
講
談
社
、
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
、「
戦
後
と
い
う
こ
の
時
代
の
本
質
は
、

そ
こ
で
日
本
と
い
う
社
会
が
い
わ
ば
人
格
的
に
二
つ
に
分
裂
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
近
現
代
史
研
究
者
の
赤
澤
史
朗
氏
も
、
日
本
は
「
記
憶
の
共
同
体
」
が
「
未
形
成
で
あ
る
点
に
最
大

の
特
徴
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
（「
戦
後
日
本
の
戦
争
責
任
論
の
動
向
」『
立
命
館
法
学
』
第
二
七
四

号
、
二
〇
〇
〇
年
）。
こ
の
会
場
に
お
ら
れ
る
皆
様
の
中
で
も
戦
争
を
め
ぐ
る
認
識
は
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い

ま
す
が
、
も
し
一
点
共
有
し
う
る
認
識
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
―
―
自
分
の
歴
史
認
識
・
戦
争
認
識
が
す
べ
て
の
人
の
認
識
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
皮
肉
な
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こ
と
で
す
が
、
こ
れ
が
現
代
日
本
人
の
歴
史
認
識
の
特
徴
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

＊�
コ
メ
ン
ト
と
い
う
性
格
上
、
多
く
の
出
典
や
注
記
を
省
略
し
た
。
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
前
発
表
し
た
拙

稿
「
日
本
人
の
戦
争
認
識
と
八
・
一
五
イ
メ
ー
ジ
」（
鄭
根
植
・
辛
珠
栢
編
『
八
・
一
五
の
記
憶
と
東
ア
ジ
ア
的
地
平
』

図
書
出
版
ソ
ニ
ン
［
韓
国
］、
二
〇
〇
六
年
）、「
日
本
人
の
戦
争
認
識
―
―
敗
戦
後
か
ら
﹁
新
し
い
教
科
書
を
作
る

会
﹂
ま
で
」（『
ア
ジ
ア
地
域
研
究
［
釜
山
外
国
語
大
学
校
ア
ジ
ア
地
域
研
究
所
］』
第
九
号
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。
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第
255
回
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
ア
ジ
ア
近
代
史
に
お
け
る
「
記
憶
と
記
念
」
質
疑
応
答

松

田
：�

都
珍
淳
先
生
に
ま
ず
ご
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
都
先
生
は
は
じ
め
に
司
馬
遼
太

郎
の
言
葉
を
挙
げ
ら
れ
て
「
他
民
族
へ
の
い
た
わ
り
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
後
で
、
司
馬
遼
太
郎
の
明
治
賞
賛
と
い
う
の
は
、
実
は
加
害
者
と
し
て

の
記
憶
と
は
結
び
付
か
ぬ
矛
盾
す
る
も
の
だ
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
確
か
に
論
理

的
に
は
そ
う
な
の
で
す
が
、
矛
盾
し
た
も
の
が
矛
盾
し
た
ま
ま
に
存
在
す
る
と
い
う
の

も
日
本
人
の
意
識
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
司
馬
遼
太
郎
は
明
治
時
代
を
賛
美
し

ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
昭
和
軍
国
主
義
に
対
し
て
は
極
め
て
厳
し
い
批
判
的
な
論
調

を
崩
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
司
馬
の
認
識
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
都
珍
淳
：�

私
は
司
馬
遼
太
郎
が
好
き
で
、
韓
国
で
翻
訳
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
小
説
を
読
ん
で
お
り

ま
す
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
司
馬
自
身
も
韓
国
を
個
人
的
に
好
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。『
街
道
を
ゆ
く
』
な
ど
で
、
何
度
も
韓
国
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
歴
史

観
に
対
す
る
矛
盾
に
つ
い
て
は
、『
坂
の
上
の
雲
』
に
お
い
て
は
あ
ま
り
に
も
明
治
賞



74

賛
と
い
う
も
の
が
目
立
ち
、
た
と
え
ば
夏
目
漱
石
の
よ
う
な
多
面
的
な
視
角
と
い
う
の

も
持
ち
得
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
批
判
を
込
め
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

お
そ
ら
く
司
馬
自
身
も
そ
う
い
っ
た
自
己
矛
盾
を
客
観
的
に
見
る
よ
う
な
目
線
を
持
ち

う
る
作
家
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
と
言
う
の
も
、『
坂
の
上
の
雲
』
が
放
送

さ
れ
る
と
き
に
は
司
馬
自
身
が
非
常
に
批
判
的
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

松　

田
：�
馬
暁
華
先
生
に
は
中
国
と
日
本
の
博
物
館
と
い
う
題
材
か
ら
、
両
国
の
あ
り
方
と
い

う
も
の
を
非
常
に
鋭
く
切
り
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
瀋
陽
の
九
・
一
八
歴
史

博
物
館
に
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
に
驚
か
さ
れ
た
の
で
、
と

て
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
が
、
中
国
の
博
物
館
に
対
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
た
問
題

点
に
つ
い
て
一
つ
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
九
〇
年
代
以
降
の
中
国
の
博
物

館
で
は
、
愛
国
主
義
教
育
と
い
う
も
の
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
良
い
面
と
悪
い
面
の
両
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
都
珍
淳

先
生
の
発
表
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
少
し
懸
念
さ
れ
る
側
面
も
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
今
後
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
場
合
は

八
〇
年
代
に
教
科
書
問
題
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
線
に
晒
さ
れ
て
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
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中
国
の
場
合
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
の
声
を
受
け
て
、
そ
う
し

た
愛
国
主
義
教
育
的
な
も
の
が
変
わ
っ
て
い
く
の
か
ど
う
か
、
そ
の
見
通
し
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
馬
暁
華
：�
確
か
に
中
国
の
博
物
館
の
ス
ケ
ー
ル
は
、
日
本
と
比
べ
る
ま
で
も
な
く
非
常
に
大
き
い

で
す
。
中
国
の
博
物
館
は
、
九
〇
年
代
以
降
、
愛
国
主
義
教
育
の
基
地
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
過
去
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
と
い
う
点
か
ら
、
二
つ
の
面
が
指
摘
で
き

ま
す
。
一
つ
は
、
過
去
の
日
本
と
い
う
国
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
、
も
う
一
つ
は
自
分

の
国
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
過
去
の
日
本
、
つ
ま
り
過

去
の
戦
争
を
ど
の
よ
う
に
見
る
の
か
。
日
本
人
が
残
酷
で
あ
る
の
か
、
戦
争
が
残
酷
で

あ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
区
別
し
な
い
と
、
お
そ
ら
く
中
国
人
の
歴
史
認
識

を
問
う
と
き
に
非
常
に
大
き
な
問
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
中
国
の
歴

史
博
物
館
に
は
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
戦
争
が
残
酷
で
あ
る
こ
と

を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
日
本
人
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
ま
だ

ま
だ
改
善
す
べ
き
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
九
・
一
八
歴
史
博
物
館
や
、
盧

溝
橋
の
抗
日
戦
争
記
念
館
を
見
る
と
、
そ
の
よ
う
な
問
題
点
が
窺
え
ま
す
。
戦
争
の
悲
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惨
さ
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
を
訴
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
、

中
国
の
歴
史
教
育
に
関
わ
る
問
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
改
善
す
る
余
地
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
中
国
で
は
、
日
本
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
、
ど
の
よ
う
な

教
科
書
を
目
指
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
時
間
は
か
か

る
で
し
ょ
う
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
日
本
の

教
科
書
も
ア
メ
リ
カ
の
教
科
書
も
お
そ
ら
く
今
後
中
国
に
入
る
で
し
ょ
う
が
、
今
の
ほ

と
ん
ど
の
国
際
学
校
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
）
で
は
外
国
の
教
科
書
を
使
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
中
国
人
の
歴
史
認
識
に
も
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
過
去
の
戦
争
を
ど
の
よ
う
に
見
る

か
と
い
う
問
題
に
集
約
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
過
去
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
見
直
す
べ

き
か
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
日
本
と
中
国
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い

博
物
館
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。



発表を終えて――ついに外へ出た？

　近年、私は、同じ戦争の記憶が韓中日三国でどのように異なるのか、
比較研究している。研究を進めるうちに、その土地に住んでみたこと
のない人間が、その地に住む人々の戦争記憶を研究しても、「西瓜の皮
を舐める（掻い撫での研究をする）」だけではないかと考え、中国と日本
に実際に暮らしながら研究する道を模索した。その甲斐あって、2011
年 2 ～ 8 月の間中国北京大学で一学期間講義する機会を得、2011 年 8
月末には、国際日本文化研究センターにて研究できることになった。
　北京から日文研に来た当時、「自分の故郷がすばらしいと感じている
者はまだ弱々しい未熟者にすぎない」、「自分の家でくつろがないこと
が道徳の一部なのである」などと反芻しながら、そろそろ韓中日を巡
回した研究をある程度仕上げることができると自負していた。ところ
が、日文研フォーラムの講演準備をする中で、中国と日本に来ても相
変わらず母国語の檻の中に深く閉じ込められていたことを思い知った。
つまり私は依然として我が家に安住しながら外部を論評する未熟者な
のだ。
　発表当日、私の原稿には読み仮名がふってあったが、いざ発表に入
ると写真画面が鮮明に見えるよう明かりが消されてしまった。幸いオ
ウムのように原稿をほぼ暗記していたため暗がりの中でも無事講演を
終えることができた。「初めて日本語で発表する発表者に暖かい心で接
してください」と頼んでおられた司会の松田利彦先生、ゲスト発表者
の馬暁華先生、何よりもぎこちない日本語の発表を最後まで聞いてく
ださった聴衆のみなさんに感謝の言葉を申し上げます。
　発表を終えたその夜、祇園白川辺の満開の桜を見ながら、今、私は
本当に自分の家から外へ出たのだろうかともう一度自問してみた。家
から出られた気がする。ありがとうございます。

 都珍淳


